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士
幌
町
開
町
１
０
０
周
年

明
治
２
年　

�

十
勝
国
を
創
設
、
河
東
郡
を
定
め
ら
れ
る

明
治
31
年　

��

美
濃
開
墾
合
資
会
社
の
移
民
が
中
士
幌
に
43
戸
入
地

明
治
35
年　

�

下
居
辺
に
入
植
始
ま
る

明
治
38
年　

�

中
音
更
下
台
に
入
植
始
ま
る

明
治
39
年　

�

幹
西
２
線
33
号
付
近
に
６
戸
入
地（
百
戸
開
拓
始
ま
る
）

明
治
41
年　

��

士
幌
西
２
線
24
号
付
近
に
入
地
者
増
加

大
正
元
年　

�

長
島
治
吉
ら
に
よ
り
上
居
辺
入
植
開
墾
始
ま
る

大
正
２
年　

�

堀
田
正
恒
佐
倉
農
場
を
創
設

　
　
　
　
　
中
音
更
西
７
線
26
号
付
近
に
６
戸
入
地

大
正
８
年　

�

松
室
農
場
入
植
始
ま
る

大
正
10
年　

�

音
更
村
か
ら
分
村「
川
上
村
」と
称
す

大
正
14
年　

�

川
上
村
と
川
合
村
と
の
区
域
変
更
に
よ
り
居
辺
の
一

部
編
入

　
　
　
　
　
帯
広
～
士
幌
鉄
道
開
通

大
正
15
年　

�

川
上
村
を「
士
幌
村
」に
改
称

昭
和
６
年　

�

本
村
か
ら
上
士
幌
村
を
分
村

　
　
　
　
　
士
幌
産
業
組
合
設
立（
Ｊ
Ａ
士
幌
町
の
前
身
）

昭
和
８
年　

�

池
田
町
と
区
域
変
更
に
よ
り
下
居
辺
の
一
部
編
入

昭
和
９
年　

�

中
士
幌
消
防
組
創
立

昭
和
14
年　

�

士
幌
村
警
防
団
結
成

昭
和
19
年　

�

士
幌
村
農
業
会
創
立（
産
業
組
合
・
農
会
を
統
合
）

昭
和
22
年　

�

警
防
団
を
改
組
し
士
幌
消
防
団
発
足

昭
和
23
年　
士
幌
村
農
業
協
同
組
合
創
立

昭
和
25
年　

�

三
笠
宮
夫
妻
が
本
村
に
お
立
ち
寄
り

昭
和
27
年　
十
勝
沖
地
震

昭
和
28
年　

�

役
場
庁
舎
焼
失

昭
和
33
年　

�

皇
太
子
殿
下（
現
上
皇
）が
士
幌
村
農
協
合
理
化
で
ん

粉
工
場
を
御
見
学

開
町
１
０
０
年
を
迎
え
て

　
士
幌
町
は
、
大
正
10
年
に
当
時
の
音
更
村
か
ら
分
村
し
て
１

世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

士
幌
町
の
歴
史
は
、
明
治
31
年
に「
岐
阜
県
美
濃
地
方
か
ら

移
民
の
方
々
に
よ
る
開
拓
」、
大
正
10
年
に「
音
更
村
か
ら
分
村『
川

上
村
』と
称
す
る
」、
大
正
15
年
に「『
士
幌
村
』と
改
称
」、
昭
和

37
年
に「
町
制
施
行
」と
い
う
町
勢
の
変
換
の
な
か
で
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
発
展
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
に「
新
農
村
建
設
計
画
」を
策
定
し
、
農
業
を
基
軸

と
し
た
地
域
づ
く
り
を
基
本
方
針
と
し
て“
乳
と
蜜
が
流
れ
る
”農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
設
と
い
う
高
邁
な
理
念
の
も

と
、
農
村
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
生
産
者
、
機
関
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
生
産
基
盤
の
整
備
や
農
村

工
業
の
導
入
な
ど
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
生
産
額
も
町
民
所
得
も
大
き
な
伸
び
を
示
し
、
全
国
有
数
の“
農

業
の
町
”と
称
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
以
来
６
期
に
わ
た
る
町
づ
く
り
総
合
計
画
を
策
定
、
10
年
ご
と
の
目
標
を
設
定
し
、
町
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
民
福
祉
に
あ
っ
て
は“
愛
の
町
”を
標
榜
し
、
保
健
医
療
福
祉
を
包
括
す
る
福
祉
村
を
形

成
し
て
町
民
の
生
涯
を
支
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
第
６
期
計
画
に
お
い
て
は
、“
輝
く
未
来
へ　
し
ほ
ろ
創
生
”を
テ
ー
マ
に
町
の
人
・
産
業
・
資
源
を
活

か
し
た「
活
力
の
あ
る
町
」と
町
民
誰
も
が
安
心
・
安
全
、
生
き
が
い
を
実
感
す
る「
豊
か
な
町
」を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
開
町
１
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
町
内
外
よ
り
多
く
の
意
見
や
提
案
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
機
関
団
体

の
代
表
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
で
協
議
を
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
、
町

の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
向
け
た
町
民
の
意
志
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昭
和
37
年　

�

町
制
施
行
を
議
決「
士
幌
町
」と
な
る

　
　
　
　
　
開
基
40
周
年
町�

制
施
行
記
念
式
典
挙
行

昭
和
38
年　

�

診
療
所
を
改
築
し
町
立
国
保
病
院
と
な
る

昭
和
41
年　

�「
広
報
し
ほ
ろ
」第
１
０
０
号
刊
行

昭
和
43
年　

�

十
勝
沖
地
震

昭
和
46
年　

�

町
民
憲
章
制
定
、
開
町
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
48
年　

�「
し
ほ
ろ
役
場
だ
よ
り
」発
刊（
月
３
回
）

昭
和
51
年　

�「
議
会
だ
よ
り
」発
刊

昭
和
52
年　

�

第
１
回
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い
を
開
催

昭
和
53
年　

�

中
川
一
郎
農
林
大
臣
来
町

昭
和
54
年　

�

第
１
回
し
ほ
ろ
７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
を
開
催

昭
和
56
年　

�

現
役
場
庁
舎
・
コ
ミ
セ
ン
落
成

　
　
　
　
　

�

士
幌
町
開
基
60
周
年
町
制
施
行
20
年
記
念
式
典
挙
行

　
　
　
　
　
町
史「
士
幌
の
あ
ゆ
み
」刊
行

　
　
　
　
　
「
町
民
文
芸
誌
ぬ
ぷ
か
」創
刊

昭
和
59
年　

�

中
曽
根
総
理
大
臣
視
察
来
町

昭
和
62
年　

�

国
鉄
士
幌
線
廃
止

平
成
元
年　
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」オ
ー
プ
ン

平
成
３
年　

�

開
基
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
４
年　

�

町
づ
く
り
記
録
映
画「
士
幌
物
語
」完
成
披
露

　
　
　
　
　
町
史「
続
士
幌
の
あ
ゆ
み
」刊
行

平
成
５
年　

�

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
落
成

平
成
６
年　

�

美
濃
市
と
姉
妹
都
市
提
携
調
印

平
成
９
年　
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」が
道
の
駅
に
登
録

平
成
13
年　

�

新
町
立
国
保
病
院
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　
　
「
し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
」オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
開
町
80
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
14
年　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
ほ
え
み
落
成

平
成
15
年　

�

十
勝
沖
地
震

平
成
19
年　

�「
し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
」が
道
の
駅
に
登
録

平
成
23
年　

�

開
町
90
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
28
年　

�

４
つ
の
台
風
・
初
避
難
勧
告

平
成
29
年　

�

道
の
駅「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年　

�

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
・
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　
　
　
　
　
吉
川
貴
盛
農
林
水
産
大
臣
視
察
来
町

ＰＲ事業
・ロゴマーク・キャッチフレーズ募集
・100年新聞作成
・記念誌作成
・町勢要覧作成
・新聞広告　ほか

記念式典
　日：11月15日　月曜日
場所：総合研修センター

記念事業
・�北海道日本ハムファイターズ
179市町村応援大使事業

・記念講演（公演）等
・100年の森づくり植樹祭
・各種団体補助事業　ほか

その他
・士幌物語等の映像資料デジタル化

　ロゴマーク51作品、キャッチフレーズ113作品の応募の中から、記念事業検討委
員会での厳正な選考を経て決定しました。採用作品は開町100周年を皆様と一緒に
盛り上げるとともに、様々な記念事業の展開や町内外に魅力を発信するため活用さ
せていただきます。たくさんのご応募、ありがとうございました！

　開町100周年を町民一体となって祝うイメージを「100th
（町章）」と「町周辺の豊かな自然（山・川・丘陸）」をモチ
ーフに、貴重な歴史や伝統、産業、文化のあらゆる情報
交流の絆と魅力発信を表すとともに、開町100周年の機
運醸成を節目に次世代へ継承し、安心、信頼される町の
福祉や町政を目標に更なる発展・繁栄する「士幌町」の輝
かしい姿と未来像を力強くアピールしています。

　岐阜から先達が入植して以降、豊かさを夢見て、大地の開拓を推進し、大
地と共に生きてきた士幌町の歩みを、温故知新の思いで、後世へと引き継い
でいけるよう、願いを込めました。

群馬県在住
井口�やすひさ�さん

愛知県在住�中山�善富�さん

予定

100周年 夢拓き 大地と生きる 士幌町

を
結
集
す
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
化
や
グ
ル
ー
バ
ル
化
の
進
行
で
町
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
多
様
で
厳
し
さ
が
増
す
こ
と
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
な
状
況
で
の
開
町
１
０
０
周
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で“
新

し
い
日
常
”を
築
く
と
と
も
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
町
民
の
協
働
に
よ
り“
持
続
可
能
な
産
業
・
地
域
”

を
目
指
し
て
２
世
紀
の
確
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

士
幌
町
長
　
小
林
　
康
雄
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ロゴマーク・キャッチフレーズが決定！



　
そ
の
よ
う
な
中
で
の
町
政
推
進
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
つ

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
留
意
し
な
が
ら
、

戦
略
的
な
視
点
を
持
っ
た
地
域
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
令
和
３
年
度
も
第
６
期
町
づ
く

り
総
合
計
画（
平
成
28
年
度
～
令
和
７

年
度
）、
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略（
令
和
２
年
度
～
令

和
６
年
度
）の
推
進
方
針
を
踏
ま
え
な

が
ら
、 

・
協
働
の
町
づ
く
り
で
町
民
力
・
地
域

力
の
向
上 

・
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
戦
略
的

か
つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
町
政
の
推
進 

・“
賑
わ
い
”“
元
気
”“
潤
い
”の
あ
る
町

を
目
指
し
て 

を
政
策
展
開
の
基
本
と
し
、
地
域
の
人
・

産
業
・
資
源
を
活
か
し
た「
活
力
の
あ

る
町
」と
町
民
誰
も
が
安
心
・
安
全
、

生
き
が
い
を
実
感
出
来
る「
豊
か
な
町
」

を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
町
政
を

推
進
し
て
参
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

Ⅱ　
施
策
の
基
本 

　
我
が
国
の
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と

な
る
中
、
国
は「
緊
急
経
済
対
策
」と
し

て
の
第
１
次
・
第
２
次
補
正
予
算
、「
総

合
経
済
対
策
」と
し
て
の
第
３
次
補
正

開町100周年記念事業を通じ、
新しい町づくりに向けて
町民の思いを結集する機会に
　３月５日に開会した第１回定例町議会において、小林康雄町長が
町政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和３年度

予
算
を
編
成
し
、
感
染
防
止
と
社
会
活

動
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
べ
く
措
置

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
動
向
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
国
内

総
生
産
の
実
質
成
長
率
は
▲
５
．
２
％

程
度（
名
目
成
長
率
は
▲
４
．２
％
程
度
）、

消
費
者
物
価
指
数
変
化
率
は
▲
０
．
６

％
程
度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
の
経
済
見
通
し
は
、
令
和
２
年

度
第
３
次
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
当

初
予
算
の
15
か
月
予
算
と
な
る
総
合
経

済
対
策
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
の
国
内

総
生
産
の
実
質
成
長
率
は
４
．
０
％
程

度（
名
目
成
長
率
は
４
．
４
％
程
度
）と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に

進
み
、
感
染
予
防
と
あ
わ
せ
経
済
の
改

善
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
財
政
政
策
は
、

経
済
・
財
政
一
体
改
革
を
目
指
す
予
算

と
し
て
編
成
さ
れ
、
昨
年
12
月
21
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
と
あ
わ
せ「
人
」・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

す
環
境
対
策
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
全
世
代
型
社
会
保

障
制
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
働
き
方
改
革

な
ど
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、
自
然
災

町 政 執 行 方 針

Ⅰ　
は
じ
め
に�

　
日
本
経
済
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は

じ
め
と
す
る
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ

つ
つ
社
会
経
済
活
動
の
レ
ベ
ル
を
引
き

上
げ
る
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
や
経

済
活
動
の
改
善
に
よ
り
、
持
ち
直
し
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
経
済
の
水
準
は
依
然
と

し
て
コ
ロ
ナ
前
を
下
回
っ
て
お
り
、
感

染
拡
大
に
よ
る
内
外
経
済
へ
の
影
響
に

注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、

感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を

図
り
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

し
い
社
会
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
２
倍
超
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨

太
方
針
２
０
２
０
）」に
基
づ
い
て
経
済

財
政
一
体
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
地
方
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
変
動
と
あ
わ

せ
、
人
口
構
造
の
変
化
や
自
然
災
害
の

多
発
な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
が
様

変
わ
り
す
る
中
に
あ
っ
て
、
行
財
政
、

産
業
経
済
、
町
民
生
活
と
い
ず
れ
の
分

野
も
厳
し
さ
、
多
様
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
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害
か
ら
の
復
興
や
国
土
強
勒
化
な
ど
を

重
点
施
策
と
し
て
、
一
般
会
計
は
１
０

６
兆
６
，
０
９
７
億
円
、
前
年
度
比
３

兆
９
，
５
１
７
億
円
、
３
．
８
％
増
と
、

当
初
予
算
と
し
て
９
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
、
１
０
０
兆
円
超
え
が
３

年
連
続
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

経
費
別
で
は
社
会
保
障
費（
35
兆
８
，

４
２
１
億
円
、
０
．
４
％
増
）、
防
衛

費（
５
兆
３
，
４
２
２
億
円
、
０
．
５

％
増
）が
過
去
最
大
と
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
予
備
費
と
し
て

５
兆
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
で

は
税
収
が
▲
９
．
５
％
と
な
る
見
込
み

か
ら
、
新
規
国
債
発
行
額
は
43
兆
５
，

９
７
０
億
円（
前
年
度
対
比
11
兆
４
０

８
億
円
、
33
．
９
％
増
）と
11
年
ぶ
り

に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

歳
入
に
占
め
る
国
債
依
存
率
は
前
年
度

比
９
．
２
％
増
の
40
．
９
％
と
な
り
、

令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
長
期
債
務
残

高
は
９
９
０
兆
円（
国
と
地
方
あ
わ
せ
１
，

２
０
９
兆
円
）と
見
込
ま
れ
、
先
進
国

で
は
突
出
し
て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
開
発
予
算
は
道
路
整
備

費（
０
．
１
％
増
）、
農
業
農
村
整
備
費

（
２
．
１
％
増
）を
含
む
全
体
予
算
は
前

年
度
比
０
．
５
％
減
の
５
，
７
１
８
億

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
２
年

度
第
３
次
補
正
予
算
２
，
０
３
９
億
円

を
加
え
た
15
か
月
予
算
は
７
，
７
５
８

億
円
と
な
り
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算

と
令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
合
計
７
，

７
１
１
億
円
を
上
回
る
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源（
水
準
超
過
経
費
を
除
く
）は

61
兆
９
，
９
３
２
億
円（
前
年
度
比
２
，

４
１
４
億
円
、
０
．
４
％
増
）と
な
り
、

そ
の
内
地
方
交
付
税
は
17
兆
４
，
３
８

５
億
円（
前
年
度
比
８
，５
０
３
億
円
、５
．

１
％
増
）、
臨
時
財
政
対
策
債
は
５
兆
４
，

７
９
６
億
円（
前
年
度
比
２
兆
３
，
３

９
９
億
円
、
74
．
５
％
増
）と
な
り
ま

し
た
。
更
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」は
引
き
続
き
１
兆
円
が

確
保
さ
れ
、「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
４
，
２
０
０
億

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
の
経
済
、
財
政
の
動

向
の
中
に
あ
っ
て
、
町
の
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
の
健

全
化
に
一
層
留
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
第
６
期
町
づ

く
り
総
合
計
画
・
後
期
計
画
お
よ
び
個

別
計
画
の
推
進
と
あ
わ
せ
、
第
７
期
行

政
改
革
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
、
効
率
的

か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
留
意
し

つ
つ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施

策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
、
戦
略
的
か

つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

Ⅲ　
重
点
施
策 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

者
・
死
亡
者
は
２
月
20
日
現
在
で
、
世

界
で
は
、
感
染
者
１
億
１
，
１
０
０
万

人
、
死
亡
者
３
４
６
万
人
、
国
内
で
は

感
染
者
42
万
人
、
死
亡
者
７
，
４
０
０

人
、
道
内
で
は
感
染
者
１
８
，
０
０
０

人
、
死
亡
者
６
５
０
人
と
未
曾
有
の
ウ

イ
ル
ス
の
拡
大
で
あ
り
ま
す
。
国
内
に

お
い
て
は
第
３
波
の
感
染
拡
大
が
収
束

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
一
層
の
感
染

防
止
の
徹
底
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金（
４
億
９
，
４
７
８
万
１
千
円
）や

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
感
染

防
止
対
策
、
生
活
・
経
済
支
援
と
あ
わ

せ
、
公
共
施
設
の
環
境
改
善
、
農
村
部

へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
な
ど
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
対

策
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

町政執行方針

特
に
３
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
構
築
に
全
力
を
傾
注
し

「
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
よ
り
安
全
な
」接
種

を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

開
町
１
０
０
周
年
記
念 

　
士
幌
町
は
大
正
10
年
に
当
時
の
音
更

村
か
ら
分
村
し
て
令
和
３
年
が
１
世
紀

の
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
す
。
町
内
関

係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
組
織
し
て
、
Ｐ
Ｒ
事
業
・
記

念
事
業
・
式
典
事
業
を
実
施
す
べ
く
検

討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
も
留
意
し
な
が

ら
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開

町
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
、
全

国
有
数
と
言
わ
れ
る
農
業
の
町
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
の
努
力
に
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
町
づ

く
り
に
向
け
て
町
民
の
思
い
を
結
集
す

る
機
会
と
し
て
準
備
を
進
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

各
計
画
の
適
切
な
推
進�

　
令
和
３
年
度
は
、

①
第
６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画
・
後
期

計
画（
令
和
３
年
度
～
令
和
７
年
度
、

５
か
年
計
画
）

②
第
７
期
行
政
改
革
推
進
大
綱（
令
和

３
年
度
～
令
和
７
年
度
、５
か
年
計
画
）
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③
第
４
期
地
域
福
祉
計
画（
令
和
３
年

度
～
令
和
７
年
度
、
５
か
年
計
画
）

④
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
令
和

３
年
度
～
令
和
５
年
度
、
３
か
年
計

画
）

⑤
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
２
期

障
が
い
児
福
祉
計
画（
令
和
３
年
度

～
令
和
５
年
度
、
３
か
年
計
画
）

と
多
く
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
と
な
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
実
施
と
検
証
を
重

ね
な
が
ら
、
確
か
な
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

Ⅳ　
主
要
施
策�

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
町
づ

く
り
の
推
進 

　
本
年
度
も
第
６
期
町
づ
く
り
総
合
計

画
・
後
期
計
画（
令
和
３
年
度
～
令
和

７
年
度
）、第
２
期
士
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
令
和
２
年
度

～
令
和
６
年
度
）に
よ
り
、
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
政
策
調
整
推
進
会
議

を
は
じ
め
と
す
る
庁
内
組
織
と
連
動
し

て
町
民
会
議
や
地
方
創
生
推
進
会
議
な

ど
、
町
民
や
関
係
機
関
・
学
識
経
験
者

に
も
広
く
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

推
進
を
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て

は「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」に
基
づ
き
、

経
済
財
政
の
一
体
改
革
を
推
進
し
て
基

礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
）の
改
善
を
目
指
す
も
の
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
方
財
政

対
策
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税（
８
，

５
０
３
億
円
、
５
．
１
％
増
）と
臨
時

財
政
対
策
債（
２
兆
３
，
３
９
９
億
円
、

74
．
５
％
増
）は
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
多

様
で
厳
し
く
な
る
中
に
あ
っ
て
の
町
政

推
進
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

見
極
め
な
が
ら
、
よ
り
計
画
的
か
つ
効

率
的
な
運
営
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
本
町
は
町
の
担
う
事
務
事
業
が
多
い

こ
と
と
あ
わ
せ
、
経
常
収
支
比
率
が
高

く（
令
和
元
年
度
決
算
88
．
１
％
）、
財

政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
第
７
期
行
政
改
革
推
進
大
綱

の
具
体
的
な
推
進
に
よ
り
、
健
全
な
財

政
運
営
に
一
層
留
意
を
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。 

地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み�

　
地
方
創
生
は
第
２
期
総
合
戦
略
と
し
て 

・
地
域
産
業
の
活
性
化
と
多
様
な
雇
用

の
創
出 

・
交
流
・
移
住
・
定
住
の
促
進 

・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援 

・
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り 

を
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て 

・
多
様
な
雇
用
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

住
宅
対
策 

・
次
世
代
農
業（
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
）

の
推
進 

・
士
幌
高
校
の
魅
力
向
上
と
未
来
を
け

ん
引
す
る
若
者
支
援
に
よ
る
波
及
促

進
事
業 

・
情
報
発
信
機
能
の
充
実 

を
地
方
創
生｢

推
進
交
付
金｣

な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
、
定

住
人
口
の
安
定
、
移
住
の
促
進
、
交
流
・

関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
４
つ
の
閉
校
小
学
校
の
活
用
と

あ
わ
せ
、
美
濃
の
家
や
旧
士
幌
駅
な
ど

の
町
内
の
歴
史
的
な
資
源
を
町
づ
く
り

に
活
か
す
べ
く
、
取
り
組
み
を
推
進
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
更
に
、
令

和
２
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
事
業
と
し

て「
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
」（
光

フ
ァ
イ
バ
整
備
）を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業

の
展
開
を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。 

活
力
あ
る
地
域
産
業
の
振
興

と
地
域
活
性
化
の
推
進 

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
め
ぐ
っ
て

は
、
令
和
２
年
度
は
気
象
の
偏
り
が
大

き
い
状
況
と
あ
わ
せ
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
十
勝
の
農
業
生
産
額
は
３
，

４
５
６
億
円（
概
算
値
）と
２
年
ぶ
り
に

前
年
を
下
回
り
、
本
町
に
お
い
て
も
昨

年
度
の
４
５
８
億
円
を
下
回
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
状
況
に
あ
っ
て
も

地
域
の
経
済
・
財
政
へ
の
波
及
効
果
は

大
き
く
、
改
め
て
十
勝
・
士
幌
は
農
業

が
基
幹
産
業
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く

す
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
者
・
関
係
機

関
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
敬
意
を
表
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
国
際
化
の
拡
大
と
あ

わ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
費
構
造

の
変
化
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
動
向

を
し
っ
か
り
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
際
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
生
産
性
の
高
い
士
幌
型
農

業
に
加
え
て
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

国
の「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
主
旨
を
踏
ま
え
、
農
業
・
農
村
の
多

面
的
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、　　
　

・「
食
」の
発
信 

・
多
様
な
経
営
形
態
の
検
討 

・
担
い
手
の
育
成 
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・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進　

 
・
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ
く
り 

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
農
業
振
興
対
策

本
部（
審
議
会
・
執
行
部
会
）が
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
景
気
低
迷
や
消
費
流
出
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
商
工
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
層

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
商
工
業

は
農
業
と
並
ぶ
主
要
な
産
業
で
あ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
、
高
齢
社
会
の
進
行
や
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
中
に
あ

っ
て
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充

実
も
必
要
と
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
地
域
消
費
へ
の

影
響
を
し
っ
か
り
見
極
め
つ
つ
、
商
工

会
と
連
携
を
し
て
適
切
な
支
援
対
策
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
、
し

ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
、
士
幌
高
原
ヌ

プ
カ
の
里
の
観
光
拠
点
も
、
大
変
厳
し

い
運
営
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し

て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
あ
わ
せ
、

指
定
管
理
者
に
も
様
々
な
制
度
も
活
用

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の
回
復
に
尽

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
労
働
力
不
足
は
い
ず
れ
の
職

種
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、「
士
幌
町
雇
用
対
策
連
絡
調
整

協
議
会
」に
お
い
て
連
絡
・
調
整
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
対
策
本
部

や
町
内
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

働
き
手
の
確
保
、
労
働
環
境
の
改
善
を

推
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

産
業
振
興
を
進
め
る
上
で
担
い
手
の
育

成
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
町
内
関
係

機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
調
査
・
研
究

や
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
な
が
ら
積
極
的

に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

子
育
て
支
援
の
推
進�　

　
子
育
て
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
も
主
要

施
策
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
地
方

創
生
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
は
重
要

な
テ
ー
マ
の
１
つ
で
あ
り
、
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画（
令
和

２
年
度
～
令
和
６
年
度
）と
あ
わ
せ
、

第
２
期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
に
よ
り
、

重
点
施
策
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
町
は
様
々
な

子
育
て
支
援
対
策
を
推
進
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
一
環
と
し
て
、

認
定
こ
ど
も
園
、
へ
き
地
保
育
所
、
小

中
学
校
・
士
幌
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
施
に

向
け
た
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
は
こ

れ
ら
の
利
用
推
進
に
向
け
た
対
策
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
子
供
の
虐
待
や
事

故
の
頻
発
、
子
ど
も
の
貧
困
と
言
わ
れ

る
事
態
を
大
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
、
町
・
教
育
委
員
会
・
児
童

相
談
所
・
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
徹
底
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

安
心
安
全
が
実
感
で
き
る
町 

　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
と

相
ま
っ
て
、
国
の
社
会
保
障
制
度
が
見

直
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
推
進
に
お
い
て
は
、
実
態
や
動

向
に
注
視
を
し
な
が
ら
、
よ
り
き
め
の

細
か
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
は
、「
健
康
イ
キ
イ
キ
し
ほ
ろ
21
計
画

（
第
二
次
）」（
平
成
27
年
度
～
令
和
６
年

度
）や「
第
２
期
保
健
事
業
実
施
計
画（
デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」お
よ
び「
第
３
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」（
平
成
30

年
度
～
令
和
５
年
度
）に
基
づ
き
、
啓

蒙
活
動
の
徹
底
や
巡
回
健
診
の
定
着（
２

会
場
、
９
回
）を
図
り
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
特
定

町政執行方針

健
診
の
実
施
状
況
は
地
域
差
も
大
き
く
、

全
体
と
し
て
目
標
に
達
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
、
特
定
健
診
受
診
率
58
％（
令

和
４
年
度
60
％
）、
特
定
保
健
指
導
率

58
％（
令
和
４
年
度
60
％
）の
目
標
達
成

に
向
け
、
積
極
的
に
啓
蒙
活
動
を
展
開

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
４
期
地
域
福
祉

計
画
」「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

お
よ
び「
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
・

第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」の
ス
タ

ー
ト
年
と
な
り
ま
す
が
、
福
祉
関
係
団

体
と
の
連
携
の
も
と
計
画
を
推
進
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
に
関
し
て
は
、
医
療
や
介
護

に
お
け
る
自
己
負
担
が
増
加
す
る
傾
向

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
費
抑
制
の

方
向
は
、
今
後
更
に
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
そ
の
動
向
を
し
っ
か
り
見
据

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る「
第
１
号

被
保
険
者
」の
保
険
料
基
準
月
額
は
、

介
護
保
険
準
備
基
金
の
繰
入
れ
も
行
い

な
が
ら
、
第
７
期
と
同
額
の
月
額
６
，

１
０
０
円
に
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。
事
業
の
運
営
に
あ
た
り
、
介
護
予

防
と
在
宅
介
護
の
充
実
に
よ
る
保
険
料

の
高
騰
抑
制
と
制
度
の
安
定
を
図
っ
て
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ま
す
が
、
市
街
地
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行（
平
成
27
年
度
開
始
）と

あ
わ
せ
、
令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る「
高
齢
者
等
移
動
支
援
実
証
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を

有
し
な
い
農
村
部
の
高
齢
者
等
を
対
象

と
し
て
、
自
宅
か
ら
役
場
間
の
ハ
イ
ヤ

ー
代
金
６
往
復
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
よ
り
12

往
復
分
に
拡
充
し「
高
齢
者
等
移
動
支

援
事
業
」と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
医
療
に
関
わ
っ
て
で
あ

り
ま
す
が
、
医
師
・
看
護
師
不
足
、
診

療
報
酬
の
改
定
な
ど
に
よ
り
、
自
治
体

病
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
病
院
問
題

は
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
・
懸
案

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
国
保
病
院
は
町
内
唯
一
の
医
療
機

関
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
包
括
す
る

「
福
祉
村
」の
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割

を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
あ
わ
せ
、
経
営
改
善
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
一
般
会
計
か
ら
４
億
円
超
の
繰
出
し

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い

て「
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

２
病
棟
60
床
か
ら
１
病
棟
50
床
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い

て
、
行
政
改
革
の
重
点
項
目
と
し
て
人

口
構
造
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま

え
つ
つ
、
医
療
機
能
や
経
営
形
態
に
至

る
抜
本
的
な
あ
り
方
の
議
論
を
集
中
的

に
行
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
方
、「
東
日
本
大
震
災
」か
ら
間
も

な
く
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
も
集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど

全
国
的
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
大
規
模
な
自

然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

る
中
、
今
後
も
自
然
災
害
へ
の
対
応
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
地
域
防
災

計
画
に
よ
り
、
防
災
備
蓄
品
の
整
備
や

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
に

「
防
災
行
政
無
線
」の
整
備
や
防
災
拠
点

（
役
場
）の
非
常
用
電
源
設
備
の
増
強
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
防
災
機
能
の

充
実
や
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て“
町

民
誰
も
が
安
心
・
安
全
を
実
感
出
来
る

地
域
づ
く
り
”に
一
層
留
意
を
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

農
村
環
境
の
充
実 

　
本
町
に
お
け
る
環
境
対
策
は
、
従
前

か
ら
の
公
害
防
止
対
策
、
ご
み
の
適
正

処
理（
リ
サ
イ
ク
ル
、
有
料
化
）、
快
適

環
境
づ
く
り
事
業
、
自
然
環
境
保
全
対

策
に
加
え
て
、
省
エ
ネ
と
し
て
の「
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」（
Ｌ
Ａ
Ｓ

―
Ｅ
）や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
北
十
勝
２
町
環
境
衛
生
処
理
組
合
で

行
っ
て
い
る「
ご
み
処
理
」に
つ
い
て
は
、

新
し
い
中
間
処
理
施
設
が
稼
働
す
る
令

和
９
年
度
よ
り
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

に
加
入
し
、
19
市
町
村
に
よ
る
広
域
処

理
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命
対

策
や
移
行
に
向
け
て
の
諸
課
題
の
検
討

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ら
環
境
対

策
は
、第
２
期「
士
幌
町
環
境
基
本
計
画
」

（
平
成
30
年
度
～
令
和
９
年
度
、
10
か

年
計
画
）に
基
づ
き
取
り
組
む
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
農
業
、
豊

か
な
農
村
づ
く
り
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
17
項
目
）を
第

６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画
・
後
期
計
画

や
第
２
期
総
合
戦
略
の
施
策
に
位
置
付

け
推
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
広
域
連
携
の
拡
大
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業（
全
町
９
地
区
）の
継
続
、
農

業
基
盤
整
備
事
業（
国
営
・
道
営
）の
推

進
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
普
及
・
拡
大
な

ど
、
主
要
懸
案
事
業
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
士
幌
町
障
が
い
者
支
援
の
会
」に
よ
り

「
障
が
い
者
総
合
施
設
」を
拠
点
と
し
て
、

日
中
一
時
支
援
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
る
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
な
が
ら
機
能
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
お
よ
び
障
が
い
者
総
合
施

設
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、「
福
祉
村
」内

に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ
の

機
能
の
連
携
を
図
り
な
が
ら「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
更
に
、
地
域
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福
祉
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
地
域
で

展
開
さ
れ
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」や「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」な
ど
、
地
域
で
支
え
合
う
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
は
、
交

通
手
段
の
確
保
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
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教育行政執行方針

を
検
証
・
分
析
し
、
具
体
的
な
改
善
策

に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
学
校
間
で
情
報
を
交
流
・
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
全
体
の
学

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
各
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め

に
、
全
校
的
な
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
粘
り
強

く
進
め
る
一
方
、
具
体
的
な
授
業
改
善

や
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
更
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
学
習
サ
ポ
ー
ト 

　
平
成
22
年
度
か
ら
、
各
学
校
お
よ
び

教
育
委
員
会
で
開
始
し
た
子
ど
も
へ
の

学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、
年
を
経
る
ご
と
に

内
容
が
充
実
し
、
支
援
体
制
や
家
庭
と

の
連
携
の
部
分
で
も
着
実
に
効
果
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
全
て
の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
基
礎
基
本
の
定
着
、
苦
手
な
学

習
の
克
服
、
自
主
的
な
学
習
態
度
の
育

成
等
を
図
る
た
め
継
続
す
る
こ
と
と
し

て
、
更
に
効
果
の
上
が
る
取
り
組
み
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
臨
時
教
諭
等
の
配
置 

　
全
国
的
に
教
員
が
不
足
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
日
常
の
授
業
に
お

い
て
は
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
士
幌
町
立
小
学
校

に
お
け
る
学
級
編
制
等
に
関
す
る
規
則

に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
、
低
学
年
の

Ⅰ　
は
じ
め
に�

　

教
育
基
本
法
は「
教
育
は
人
格
の
完

成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主
的
な
国
家

お
よ
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な

資
質
を
備
え
た
、
心
身
と
も
に
健
康
な

国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
、
そ
の
目
的
と
基
本

理
念
を
明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
町
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
必
要

な
教
育
環
境
を
整
備
し
、
教
育
の
質
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る「
士
幌
町
教
育
振
興
基
本

計
画
」に
基
づ
き
、教
育
施
策
の
総
合
的
・

計
画
的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
日
の
社
会
は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ（
ソ

サ
エ
テ
ィ
）５
．
０
の
到
来
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
の
急
激
な
社
会
変
化
が
進
む

中
、
人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
変
化
を
先
取
り

し
た
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
本
町
の

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
教
育
実
践
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
過
去
を
見
直
し
、
今

を
見
極
め
、
先
を
見
据
え
る
教
育
」を

基
調
と
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
夢

と
希
望
を
持
っ
て「
生
き
る
力
」を
身
に

つ
け
る
た
め
、
学
校
は
も
と
よ
り
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
て「
確
か
な
学
力
・

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」の
調
和
の

と
れ
た
育
成
を
目
指
し
、
地
域
の
温
か

い
眼
差
し
の
中
で
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
人
間
性
豊
か
で
創
造
性
に
あ

ふ
れ
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長

す
る
よ
う
充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育

に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
多
様
な
活
動

に
参
加
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
心
豊

か
な
生
活
を
営
み
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
、
そ
の
成
果
が
活
か
せ
る
生
涯
学

習
社
会
を
展
望
し
つ
つ
教
育
行
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会
や

学
校
、
保
護
者
の
方
々
な
ど
と
連
携
し
、

そ
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ⅱ　
重
点
施
策 

１
学
校
教
育�

　
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
た
め
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
、

す
な
わ
ち「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
た
確
か
な
学
力

・
学
力
向
上 

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

「生きる力」を身につけるため、
「確かな学力･豊かな心･健やかな体」の
調和のとれた育成を目指して
　３月５日に開会した第１回定例町議会において、堀江博文教育長
が教育行政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和３年度 教育行政執行方針
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導
の
強
化
と
と
も
に
、
研
修
等
に
よ
り

小
学
校
教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

・
特
別
支
援
教
育 

　
校
内
連
携
会
議
や
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
全
職
員

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
要
所
に
配
置
し
て
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
伸
長
す

る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、

学
校
、
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
等
の

関
係
機
関
の
連
携
組
織
で
あ
る「
士
幌

町
子
育
ち
支
援
連
携
協
議
会
」で
協
議
し
、

特
別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
に
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒

業
後
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用 

　
教
科
指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
活
用
、
情
報
活
用
能
力
の

育
成
、
校
務
の
情
報
化
の
３
つ
の
側
面

を
通
し
て
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

す
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度

は
特
に
、
昨
年
度
に
導
入
し
た
１
人
１

台
端
末
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
含
め
、
多
様
な
子
ど

も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・
能

力
が
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
令
和
６
年
度
に
本
格
導
入
を
目
指

す
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
、
本
年

度
は
試
行
的
に
小
中
学
校
の
全
学
年
で

１
教
科
を
導
入
し
て
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育 

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
昨

年
度
か
ら
小
学
校
教
育
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
な
思
考
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
標
と
し
た「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

が
完
全
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
修

等
に
よ
り
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
教
職
員
研
修
等 

　
学
校
教
育
の
成
果
は
、
教
職
員
の
資

質
能
力
と
熱
意
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
教
職
員
が
教
師

力
を
高
め
る
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
、
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
学
校
運
営

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
学
校
教
育
指
導
の
機
会
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
各
種
の
研
究
会
・
研
修

会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
プ
ロ
の
教
師

と
し
て
の
腕
を
磨
く
研
修
を
積
極
的
に

後
押
し
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
資
質
や
実
績
を
正

し
く
評
価
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
の
意

欲
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
学
校
教
育

に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
教

職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

 

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心

　
子
ど
も
た
ち
が
互
い
を
尊
重
し
、
と

も
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
の
一
員
と

し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
心
身
の

健
や
か
な
発
達
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 

・
道
徳
教
育 

　
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の

心
、
公
共
心
や
規
範
意
識
を
育
て
る
た

め
、
あ
る
い
は
社
会
性
や
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
た
め
、
道
徳
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
道
徳
の
授

業
を
参
観
日
等
で
広
く
公
開
す
る
こ
と

に
努
め
る
と
と
も
に
、
北
海
道
版
道
徳

教
材「
き
た
・
も
の
が
た
り
」「
北
海
道

お
も
て
な
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
学
校

教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
有
効
に
活
用
す

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」に
つ

い
て
は
、
そ
の
趣
旨
や
理
念
の
実
現
を

図
る
た
め
、「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

の
授
業
づ
く
り
を
確
実
に
推
進
す
る
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
い
じ
め
防
止
対
策 

　
い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど

も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵

害
し
、
そ
の
心
身
の
健
全
な
成
長
お
よ

び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
ま
た
は
身

体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
で
す
。
い
か
な
る
理
由

少
人
数
学
級
編
制
等
の
町
費
負
担
に
よ

る
臨
時
教
諭
の
配
置
を
継
続
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
学
校

に
臨
時
教
諭
、
臨
時
講
師
、
支
援
員
を
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
就

学
す
る
学
校
に
は
看
護
師
の
配
置
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
集
合
学
習 

　
小
規
模
複
式
校
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
願
い
や
思
い
を
大
事

に
し
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
集
団
活

動
や
学
び
合
う
意
識
な
ど
、
多
人
数
で

な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い
学
習
を
補
う

た
め
、
集
合
学
習
の
内
容
に
工
夫
を
加

え
な
が
ら
、
更
に
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

・
外
国
語
教
育 

　
昨
年
度
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の

全
面
実
施
に
伴
う
、
中
学
年
の「
外
国

語
活
動
」な
ら
び
に
高
学
年
の
教
科
と

し
て
の「
外
国
語
」の
実
施
、
さ
ら
に
本

年
度
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
、
本
年
度
か
ら
段
階
実
施
さ
れ
る

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
新
課
程
な
ど
、
小
中
高
等
学

校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
抜
本
的
強

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
３
名
体

制
の
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）派
遣

に
よ
る「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」の
指
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が
あ
ろ
う
と
、
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い

う
強
い
認
識
に
立
ち
、
緊
張
感
を
持
っ

て
未
然
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早

期
発
見
・
早
期
解
消
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
国
が
示
し
た
方
針
に
基

づ
き
、
教
育
委
員
会
と
各
学
校
が
策
定

し
た「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
や
実
態
に
応
じ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
小
さ
な
い
じ
め
は

ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ

り
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職

員
の
組
織
的
な
取
り
組
み
や
児
童
生
徒

へ
の
指
導
、
保
護
者
・
地
域
へ
の
説
明

を
、
年
間
を
通
し
て
推
進
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

健
康
と
た
く
ま
し
い
体
力

・
体
力
向
上 

　
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣

等
調
査
の
結
果
を
検
証
・
分
析
し
、
具

体
的
な
改
善
策
に
結
び
つ
け
る
取
り
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
間
で
情
報

を
交
流
・
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
内
全
体
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
運
動
の
日
常
化
の
取
り
組
み

の
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
体
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
学
力
と
同
じ
よ

う
に
毎
日
地
道
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
あ
り
、
新
体
力
テ
ス
ト
の

全
学
年
実
施
や
１
校
１
実
践
の
取
り
組

み
を
更
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動 

　
日
常
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
家
庭
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
実
効
性
を
伴
っ
た
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
部
活
動 

　
本
町
の
児
童
生
徒
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
・
部
活
動
参
加
率
が
高
く
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
の
成
果
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
・
体
力

や
運
動
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
方

策
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

全
で
安
心
し
て
学
ぶ
場
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
通
学
時
の
安
全
対
策
を
含

め
て
、
実
践
的
な
防
災
・
防
犯
教
育
を

進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
、
快
適
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
に
、
家
庭
や
地
域
・
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
教
職
員

の
意
識
の
高
揚
や
学
校
に
お
け
る
様
々

な
危
機
を
想
定
し
対
応
す
る
体
制
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
保
護

者
に
は
、
道
警「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ

ー
ル
」へ
の
登
録
を
案
内
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

大
地
く
ん
と
学
ぼ
う

　
本
町
の
特
色
あ
る
教
育
の
一
つ
で
あ

る
食
農
体
験
学
習「
大
地
く
ん
と
学
ぼ
う
」

は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
な

ど
を
利
用
し
た
食
品
加
工
体
験
を
通
し

て
、
地
域
の
産
業
や
食
育
を
学
ぶ
な
ど
、

管
内
的
に
も
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
と

し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

お
弁
当
の
日

　
本
町
に
お
け
る「
お
弁
当
の
日
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
町
内
の
全
小
学
校
で
実
施
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者
の
理

解
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組

み
を
継
続
し「
お
弁
当
の
日
」が
家
族
団

ら
ん
の
機
会
を
増
や
し
、
家
庭
に
明
る

い
笑
顔
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

都
市
交
流
事
業

　
各
小
学
校
間
で
長
い
歴
史
が
あ
る
都

市
小
学
校
と
の
交
流
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
日
常
生
活
で
は
経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、

人
間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
ま
す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
相
互
交
流
を
基
本
と
す
る
こ
と

か
ら
、
交
流
先
の
理
解
と
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
事
業
実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
、

本
事
業
の
目
的
達
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

学
校
給
食

　
衛
生
管
理
や
指
導
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
食
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
内
生
産
者
で
つ
く
る「
も

ぎ
た
て
市
な
か
よ
し
会
」や
士
幌
高
等

学
校
の
協
力
の
下
、
士
幌
産
の
食
材
を

生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
、
安
心
で

き
る
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
教
諭
等
に
よ
る
食
育
の

指
導
を
通
し
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
生

活
習
慣
の
確
立
に
努
め
て
い
く
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
月
１
回
、
献
立
の
中

に「
和
食
の
日
」を
設
け
て
お
り
、
更
な

る
和
食
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す

る
児
童
生
徒
が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ

よ
う
に
学
校
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

や
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食
等
に

お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
に
教

育
委
員
会
が
策
定
し
た「
学
校
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
指
針
」お

よ
び「
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
活
用
し
、
町

内
の
学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

に
つ
い
て
、
町
内
の
関
係
者
が
共
通
認

識
を
持
っ
て
対
応
に
当
た
る
こ
と
に
し

ま
す
。 

教育行政執行方針教育行政執行方針
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授
業
時
数
の
確
保

　
台
風
等
に
よ
る
臨
時
休
業
や
感
染
症

に
よ
る
学
級
閉
鎖
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
に
も
授
業
時
数
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
平
成
30
年
度
か
ら
小
中

学
校
を
対
象
に
土
曜
日
に
学
校
行
事
等

を
実
施
し
た
際
、
少
な
く
と
も
１
回
は

翌
月
曜
日
を
休
業
日
と
せ
ず
授
業
日
と

す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

小
学
校
の
在
り
方

　
今
後
、
我
が
国
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
児
童
数
が

急
激
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

ま
た
、
国
で
は
公
立
小
学
校
第
２
学
年

か
ら
第
６
学
年
ま
で
の
学
級
編
成
を
、

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を
か
け
て
学

年
進
行
で
段
階
的
に
現
在
の
40
人
か
ら

35
人
に
引
き
下
げ
る
計
画
で
あ
る
た
め
、

各
小
学
校
の
将
来
の
学
年
別
児
童
数
を

毎
年
度
推
計
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
守
り
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
住
民

や
保
護
者
が
学
校
運
営
に
参
画
し
、
学

校
が
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
み
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）」を
平
成

30
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
を
含
め
、

町
内
の
全
て
の
小
中
高
等
学
校
に
導
入

し
ま
し
た
が
、
今
後
よ
り
一
層
、
学
校

運
営
の
基
本
方
針
や
活
動
状
況
な
ど
を

保
護
者
や
地
域
住
民
と
共
有
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

学
び
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
の
実
現

　
学
校
が
保
護
者
や
地
域
住
民
の
期
待

に
応
え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
認

定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
各
学
校
段
階
間
の
連
携
・
接

続
を
図
り
な
が
ら
、
管
理
職
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
校
運
営
に
当

た
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
教
員
が
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
向
け
て
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
の
方
策
を
さ
ら
に
検
討
し
、
取

り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
社
会
教
育 

　
平
成
29
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
の
社
会
教
育
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
生
き
が
い
を
持
ち
、
充
実
し
た
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
活
動

を
行
っ
て
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
社
会
教
育

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
近
年
、
核
家
族
化
や
少

子
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
教
育
に
資
す

る
学
習
活
動
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援

事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
必
要
に

応
じ
て
生
涯
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々

な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

少
年
教
育

　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、

学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
の
継
続
実
施
に
よ
り
、

自
然
や
生
活
体
験
を
重
視
し
た
学
習
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
や
協
調

性
、
社
会
性
な
ど
を
養
い
、
豊
か
な
人

間
形
成
を
図
る
学
習
機
会
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

青
年
教
育

　
町
づ
く
り
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る

た
め
、
青
年
組
織
の
主
体
的
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
社
会
づ
く
り
等
に
参
加
す
る

な
ど
、
若
い
力
の
町
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

高
等
学
校

　
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
は
、
農
業
お

よ
び
農
業
関
連
産
業
の
担
い
手
育
成
を

め
ざ
し
、
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
教
育

実
践
を
経
営
方
針
と
し
て
学
校
経
営
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
は
、

少
子
化
の
影
響
か
ら
、
郡
部
校
の
存
続

が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

本
校
の
農
業
教
育
の
実
践
は
、
望
ま
し

い
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
む
と
と
も
に
、

修
学
支
援
制
度
や
海
外
文
化
交
流
事
業

な
ど
を
活
用
し
、
農
業
の
魅
力
を
伝
え

地
域
を
支
え
る
産
業
人
育
成
の
た
め
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
校

の
魅
力
を
よ
り
一
層
高
め
、
環
境
に
配

慮
し
た
安
全
・
安
心
な
専
門
性
の
高
い

農
業
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　
平
成
28
年
度
に
開
設
し
た
士
幌
町
こ

ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運

営
を
町
長
か
ら
事
務
委
任
を
受
け
て
教

育
委
員
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
児

童
の
心
身
の
発
達
に
関
す
る
相
談
、
指

導
、
療
育
等
の
支
援
を
行
う
事
業
の
ほ

か
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所

支
援
事
業
所
と
し
て
、
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、

保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
を
適
切
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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成
人
一
般
教
育

　
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
学

習
機
会
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

涯
学
習
講
座
や
研
修
会
、
出
前
講
座
な

ど
を
開
設
し
、
様
々
な
学
習
機
会
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
や

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

家
庭
教
育

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
な
ど
の
社
会
環
境
や
共
働
き

家
庭
の
増
加
な
ど
の
家
庭
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
新
た
な

課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
育
を
考
え
る
集
い
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
安
心
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供

を
行
い
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

女
性
教
育

　
士
幌
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を

制
定
し
て
以
来
、
基
本
計
画
に
沿
っ
て

関
係
機
関
等
と
連
携
協
力
し
て
取
り
組

み
、
女
性
団
体
の
活
動
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
女
性
団
体
の
主

体
的
活
動
を
支
援
し
、
女
性
ラ
イ
フ
ス

ク
ー
ル
の
開
設
、
地
区
女
性
学
級
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

高
齢
者
教
育

　
柏
樹
学
級
の
開
設
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
世
代
間
交

流
活
動
を
通
し
て
心
身
の
健
康
増
進
に

教育行政執行方針

努
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
実
現

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
豊

か
な
経
験
を
生
か
し
た
学
習
活
動
や
社

会
参
加
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

芸
術
・
文
化

　
本
町
に
お
け
る
文
化
活
動
は
、
文
化

協
会
加
盟
団
体
や
各
種
サ
ー
ク
ル
に
よ

り
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
文
化
団
体
へ
の

活
動
支
援
や
芸
術
鑑
賞
会
、
文
化
祭
の

開
催
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

図
書
館

　
生
涯
学
習
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

町
民
の
読
書
要
求
と
学
習
意
欲
に
応
え

ら
れ
る
資
料
を
収
集
・
提
供
す
る
と
と

も
に
、
広
く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書

館
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
小
学
校
と
連
携
し
た
巡
回
図

書
や
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
育
成
を
図
り
、
小
学
校
な
ど
で
の

読
み
聞
か
せ
活
動
等
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
や
体
力
の
維
持
・
増
進
の
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、「
町
民
一

人
一
ス
ポ
ー
ツ
」運
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
個
々
の
体

力
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
る
よ
う
初
歩
的
な
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
努

め
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
町

体
育
連
盟
各
競
技
団
体
と
連
携
を
図
り
、

各
種
競
技
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
競
技
技
術

の
向
上
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
指
導
者
の
養
成
や
日
常
活
動
に

対
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

社
会
教
育
施
設

　
複
合
施
設
で
あ
る
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
が
平
成
６
年
に
開
設
し
て
以
来
、
生

涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
い
つ

で
も
・
だ
れ
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
し
て
多
く
の
町
民
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
、
要
望
に
十

分
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
施
設
・
設
備

の
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
各
地
区
公
民
館
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
活
動
推
進
委
員
会
へ
の
継
続
し
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
民
館
施
設

は
各
地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設･
設
備
の
適
切

な
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

も
、
施
設
延
命
化
の
た
め
、
適
切
に
維

持
・
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

学
童
保
育

　
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
い
わ
ゆ
る
学

童
保
育
を
、
町
長
か
ら
事
務
委
任
を
受

け
、
平
成
28
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
と
の
連

携
を
図
り
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
、
適
切
な

遊
び
お
よ
び
生
活
の
場
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

Ⅲ　
む
す
び
に�

　
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
よ
り
、
平

成
27
年
度
か
ら
町
長
と
教
育
委
員
会
で

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
長
と
連
携
し
て
、
士

幌
町
教
育
大
綱
に
掲
げ
る「
輝
く
未
来

へ　
し
ほ
ろ
創
生
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

今
後
も
次
代
を
担
う
本
町
の
子
ど
も
た

ち
の
心
豊
か
な
成
長
と
町
民
の
皆
様
の

活
気
と
潤
い
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社
会

の
創
造
を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
・
関
係
団

体
等
と
の
連
携
を
深
め
て
、
本
町
教
育

の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
の
た
め
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

教育行政執行方針
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３
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
令
和
３
年

第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
や
令
和
３
年
度
予
算
な
ど
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任 

髙
下　
慎
一　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

 

松
浪　
智
子　
氏

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

 

土
屋　
仁
志　
氏

○
指
定
管
理
者
の
指
定

・
士
幌
町
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
：
社
会
福
祉
法
人　
士
幌
愛

風
会

・
下
居
辺
交
流
施
設
お
よ
び
士
幌
町
農

民
健
康
増
進
施
設（
し
ほ
ろ
温
泉
プ

ラ
ザ
緑
風
お
よ
び
別
館
）：
㈱
ベ
リ

オ
ー
レ

・
士
幌
町
地
域
創
造
発
信
拠
点
施
設
道

の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
：
士
幌
町
商
工

会
○
士
幌
町
地
方
創
生
推
進
会
議
設
置
条
例

○
士
幌
町
空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例

○
士
幌
町
成
年
後
見
制
度
申
立
審
査
会

設
置
条
例

○
士
幌
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

退
所
検
討
委
員
会
設
置
条
例

○
士
幌
町
認
知
症
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
緊
急
支
援
事
業
利
用
判
定
等
会
議

設
置
条
例

○
士
幌
町
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
条
例

○
士
幌
町
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
評

価
委
員
会
設
置
条
例

○
士
幌
町
開
町
記
念
事
業
検
討
委
員
会

設
置
条
例

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
附
属
機
関
と

し
て
設
置
す
る
も
の

○
附
属
機
関
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
附
属
機
関
に

つ
い
て
、
設
置
条
例
項
目
を
見
直
し
整

備
す
る
も
の

○
士
幌
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
医
師
の
給
与
月
額
に
つ
い
て
支
給
額

を
追
加
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の

○
士
幌
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
条
例
ま
た
は
規
則
で
規
定
す
べ
き
事

項
を
整
理
す
る
た
め
、
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
中
音
更
地
区
運
営
協
議
会
設
立
に
伴

い
、
地
区
公
民
館
の
名
称
を
改
正
す
る

も
の

○
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

を
改
正
す
る
条
例

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
係
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
定
義
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
の
公
布
に
係
る
関
係
基
準

の
改
正
等
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の

○
士
幌
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
士
幌
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
士
幌
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
士
幌
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
係

る
関
係
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の

○
令
和
２
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
会
計

○
令
和
３
年
度
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計
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ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞 

田
中　

英
仁 

 

（
士
幌
小
学
校
４
年
） 

北
海
道
学
び
推
進
月
間
標
語　
十
勝

教
育
局
優
秀
賞 

市
田　

柊
斗 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
） 

第
23
回
全
十
勝
児
童･

生
徒
俳
句
大

会
中
学
生
の
部　
最
優
秀
賞 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞 

鈴
木　

凱
大 

 

（
士
幌
小
学
校
３
年
） 

サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
小
学
３
年

男
子　
第
１
位
／
第
36
回
市
長
杯
争

奪
少
年
団
大
会
兼
道
東
少
年
団
交
流

大
会
小
学
３
年
男
子
５
０
０
ｍ　
第

１
位
／
第
18
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念

北
海
道
小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
競
技
大
会
小
学
３
年
男
子
５
０

０
ｍ　
第
１
位
・
小
学
３
年
男
子
１

０
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
43
回
北
海

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
競
技
大
会
小
学
３
年
男
子
５
０

０
ｍ　
第
２
位
・
小
学
３
年
男
子
１

０
０
０
ｍ　
第
３
位 

 

上
野　

愛
菜 

 

（
士
幌
小
学
校
３
年
） 

第
36
回
市
長
杯
争
奪
少
年
団
大
会
兼

道
東
少
年
団
交
流
大
会
小
学
３
年
女

子
５
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
18
回
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道
小
・
中
学

生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
小

学
３
年
女
子
５
０
０
ｍ　
第
１
位
／

第
43
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
小
学
３

年
女
子
５
０
０
ｍ　
第
１
位
・
小
学

３
年
女
子
１
０
０
０
ｍ　
第
２
位 

中
川　

琴
葉 

 

（
中
士
幌
小
学
校
３
年
） 

第
18
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道

小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競

技
大
会
小
学
３
年
女
子
５
０
０
ｍ　

第
５
位
・
小
学
３
年
女
子
１
０
０
０

ｍ　
第
１
位
／
第
43
回
北
海
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競

技
大
会
小
学
３
年
女
子
５
０
０
ｍ　

第
２
位
・
小
学
３
年
女
子
１
０
０
０

ｍ　
第
１
位 

小
野
寺　

仁
菜 

 

（
上
居
辺
小
学
校
４
年
） 

サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
２
戦
小

学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ　
第
１
位
／
サ

ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦
小
学

令和２年度
士幌町文化賞・スポーツ賞等

受賞者のご紹介
　士幌町の文化やスポーツの向上発展に関し特に顕著な功績をあげた文化・スポーツ賞
の今年度の受賞者をご紹介します。（敬称略）
　なお、本来であれば「みんなで教育を考える集い」にて表彰式を行う予定でしたが、
新型コロナウイルスの感染防止対策により実施を見合わせたため、本紙面のみのご紹介
となりましたのでご了承ください。
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年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
51

回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
中

学
女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｒ　
第
１
位
・

女
子
団
体　
第
２
位 

         

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

栩
内　

巧
太 

 

（
士
幌
小
学
校
３
年
） 

サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
２
戦

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
小
学
３
年

男
子　
第
１
位 

女
子
１
０
０
０
ｍ　
第
３
位
／
第
18

回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道
小
・

中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大

会
小
学
６
年
女
子
１
０
０
０
ｍ　
第

２
位 

奧
秋　

智
佳 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
） 

第
67
回
全
十
勝
中
学
校
冬
季
ス
ケ
ー

ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
女

子
３
０
０
０
ｍ　
第
１
位
・
女
子
１

５
０
０
ｍ　
第
２
位
／
令
和
２
年
度

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
51
回
北

海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
女
子
３

０
０
０
ｍ　
第
１
位
・
女
子
１
５
０

０
ｍ　
第
１
位 

國
井　

麻
耶 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
） 

２
０
２
０
年
度
第
28
回
北
海
道
Ｕ

－
15
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
兼
Ｊ

Ｆ
Ａ
第
25
回
全
日
本
Ｕ

－

15
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
北
海
道
大
会　

優
勝 

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
女
子
チ
ー
ム（
奧
秋
智
佳
・
中
島
帆

乃
華
・
塩
谷
明
里
・
鈴
木
咲
凪
・
奧
秋

静
子
・
鎌
田
璃
子
） 

第
67
回
全
十
勝
中
学
校
体
育
大
会
冬

季
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
大
会
女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｒ　

優

勝
・
女
子
総
合　
準
優
勝
／
令
和
２

野
口　

夏
帆 

 

（
士
幌
小
学
校
４
年
） 

第
36
回
市
長
杯
争
奪
少
年
団
大
会
兼

道
東
少
年
団
交
流
大
会
小
学
４
年
女

子
５
０
０
ｍ　
第
２
位 

大
野　

隆
晴 

 

（
上
居
辺
小
学
校
３
年
） 

サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
２
戦

小
学
３
年
男
子
８
０
０
ｍ　
第
２
位

／
サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３

戦
小
学
３
年
男
子
８
０
０
ｍ　
第
１

位
／
第
36
回
市
長
杯
争
奪
少
年
団
大

会
兼
道
東
少
年
団
交
流
大
会
小
学
３

年
男
子
５
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
18

回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道
小
・

中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大

会
小
学
３
年
男
子
１
０
０
０
ｍ　
第

４
位
／
第
43
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会

小
学
３
年
男
子
５
０
０
ｍ　

第
５

位
・
小
学
３
年
男
子
１
０
０
０
ｍ　

第
２
位 

河
村　

京
葉 

 

（
上
居
辺
小
学
校
４
年
） 

サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
２
戦
小

学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ　
第
２
位
／
サ

ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦
小
学

４
年
女
子
８
０
０
ｍ　
第
２
位 

奧
秋　

静
子 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
） 

４
年
女
子
８
０
０
ｍ　
第
１
位
／
第
28

回
北
海
道
陸
上
競
技
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

帯
広
会
場
兼
秋
季
陸
上
競
技
記
録
会
第

１
戦
小
学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ　
第
２

位
／
第
36
回
市
長
杯
争
奪
少
年
団
大
会

兼
道
東
少
年
団
交
流
大
会
小
学
４
年
女

子
１
０
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
18
回
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道
小
・
中
学
生

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
小
学
４

年
女
子
１
０
０
０
ｍ　
第
１
位 

上
野　

結
菜 

 

（
士
幌
小
学
校
６
年
） 

第
６
回
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
小
学
生
５
年
女
子

５
０
０
ｍ　
第
４
位
・
小
学
生
５
年
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令
和
２
年
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北

海
道
連
盟「
意
見
文
コ
ン
ク
ー
ル
」分

類
Ⅰ
類　
最
優
秀
賞 

     

 

文
化
奨
励
賞 

北
海
道
士
幌
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
執

行
部（
阿
部 

優
月
・
尾
﨑 

杏
奈
・
熊

谷 
ほ
の
か
・
駒
井 

愛
璃
・
佐
藤 

寧

音
） 第

69
回
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
ク
ラ
ブ
活
動
発

表　
優
秀
賞
／
第
72
回
全
道
実
績
発

表
大
会
ク
ラ
ブ
活
動
発
表　
優
秀
賞 

北
海
道
士
幌
高
等
学
校
有
機
農
業
専
攻

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
） 

北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
十
勝
会
場
兼
第
９

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選

手
権
大
会
予
選
会
中
学
生
女
子
の
部

　
第
２
位
／
十
勝
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
大
会
中
学
女
子
の
部　
第
１
位 

河
村　

燿
世 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
） 

第
66
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競

技
大
会
十
勝
大
会
ア
シ
ッ
ク
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
共
通
男
子
４
０
０
ｍ

　
第
１
位
／
第
67
回
全
十
勝
中
学
校

冬
季
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
大
会
男
子
５
０
０
ｍ　
第
２
位

／
令
和
２
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育

大
会
第
51
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
男
子
５
０
０
ｍ  

第
５
位 

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
男
子
チ
ー
ム（
鎌
田
翔
・
河
村
燿
世

･

小
野
寺
昴
・
鎌
田
凌
輔
・
篠
原
世
凪
） 

第
67
回
全
十
勝
中
学
校
体
育
大
会
冬

季
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
大
会
中
学
男
子
２
０
０
０
ｍ
Ｒ　

優
勝
・
男
子
総
合　
優
勝 

文
化
賞 

赤
間　

か
な
う 

 

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
） 

班（
赤
間
か
な
う
・
遠
山
葵
・
伊
藤
正

樹
・
熊
谷
実
里
夏
） 

第
69
回
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
実
績
発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
分
野
Ⅰ
類　
優
秀
賞
／
第
72
回

全
道
実
績
発
表
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
分
野
Ⅰ
類　
優
秀
賞 

      

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞 

野
々
村　

綾
河 

 

（
北
海
道
上
士
幌
高
等
学
校
２
年
） 

令
和
２
年
度
第
48
回
北
海
道
高
等
学

校
選
抜
卓
球
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
２
位 

令
和
２
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
51
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト

大
会
女
子
３
０
０
０
ｍ　
第
６
位 

鎌
田　

璃
子 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
） 

第
67
回
全
十
勝
中
学
校
冬
季
ス
ケ
ー

ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
女

子
１
０
０
０
ｍ　
第
１
位 

原　

珠
希 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
） 

北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
十
勝
会
場
兼
第
９

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選

手
権
大
会
予
選
会
小
学
生
女
子
の
部

　
第
２
位 

坂
本　

頼
武 

 

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
） 

第
66
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競

技
大
会
十
勝
大
会
ア
シ
ッ
ク
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
共
通
男
子
走
高
跳　

 

第
１
位
／
髙
平
慎
士
杯
北
海
道
ジ
ュ

ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
男
子
走

高
跳　
第
２
位
／
２
０
２
０
年
道
東

中
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
男
子

走
高
跳　
第
２
位
／
第
38
回
全
十
勝

中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
兼
第
28

回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大

会
予
選
会
中
学
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
第
２
位
・
走
高
跳　
第
１
位 

東
井　

咲
詠 
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私
こ
と
、
３
月
末
日
を
も
っ
て
教

育
長
の
職
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
55
年
４
月
、

士
幌
町
役
場
に
奉
職
以
来
、
今
日
ま

で
41
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
、
町
行
政
事
務

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
多
く
の
懸
案
や
諸
課

題
が
山
積
す
る
中
で
、
課
題
解
決
の

た
め
に
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
町
民
の
皆
様
方
、
並
び
に
各
関
係

者
に
対
し
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、

神
野
光
男
前
教
育
長
の
跡
を
継
ぎ
教

育
長
職
を
甘
受
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
日
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な

学
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
育
成
を
主
要

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
町
民
が
生
涯
に
わ

た
り
生
き
が
い
を
持
ち
、
自
己
実
現

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
生

涯
学
習
社
会
の
構
築
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

大
き
な
行
政
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の

成
果
を
得
る
ま
で
に
は
多
く
の
時
間

を
要
し
ま
す
が
、
今
日
ま
で
ご
教
示

を
い
た
だ
き
ま
し
た
町
理
事
者
、
町

議
会
議
員
お
よ
び
関
係
者
各
位
に
対

し
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
開
町
１
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
先
達
が
心
血
を
注
ぎ
築
き

上
げ
て
き
た
士
幌
町
は
産
業
・
福
祉
・

教
育
な
ど
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い

町
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
郷
土
し
ほ
ろ
発
展
の

た
め
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
町

民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、お
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
っ
て
町

職
員
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

60
年
４
月
の
奉
職
以
来
、
建
設
課
、

総
務
企
画
課
と
36
年
間
に
わ
た
り
２

つ
の
部
署
で
勤
務
し
て
参
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
８
月
に
は
、
１
週
間

に
３
度
の
台
風
が
十
勝
管
内
に
上
陸

し
て
、
多
く
の
住
民
の
方
に
避
難
を

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
大
災
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

そ
の
時
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
、
関

係
機
関
の
皆
様
を
は
じ
め
、
先
輩
、

同
僚
の
方
々
か
ら
ご
指
導
ご
協
力
を

賜
り
、
何
と
か
そ
の
職
責
を
努
め
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
在
職
中
に
賜

り
ま
し
た
教
示
を
糧
に
、
次
の
人
生

を
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
、
士
幌
町
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
士
幌
町
役
場
を
３
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
昭

和
58
年
の
奉
職
以
来
、
企
画
課
、
税
務

課
、
産
業
振
興
課
、
農
業
振
興
課
、
農

業
共
済
課
、
総
務
課
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
町
民
課
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
保
健
福
祉
課
、
議
会
・
監
査
委
員

事
務
局
と
38
年
間
に
わ
た
り
様
々
な
部

署
で
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
先

輩
、
同
僚
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
ご
指

導
ご
協
力
を
賜
り
、
何
と
か
勤
め
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し

て
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
日
で
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

士
幌
町
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

前建設課
課長

前議会・監査委員事務局
局長

増田�優治

矢野�秀樹

退職者（管理職）のごあいさつ

前教育長

堀江�博文
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こ
の
度
、
３
月
末
を
も
っ
て
町
職

員
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
57

年
に
奉
職
以
来
、
新
田
へ
き
地
保
育

所
を
か
わ
き
り
に
、
士
幌
保
育
所
、

北
中
や
上
居
辺
へ
き
地
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
と
39
年
間
に
わ
た
り
保

育
業
務
や
子
育
て
支
援
係
を
担
当

し
、
沢
山
の
お
子
様
や
保
護
者
の
皆

様
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
童
保
育
所
を
担
当
し
た
際
は
「
こ

も
れ
び
」
の
建
設
に
も
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、「
士
幌
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
な
ど
保
育
士
で
は

経
験
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
仕
事
に

も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

先
輩
同
僚
か
ら
温
か
い
ご
指
導
を
賜

り
職
務
を
勤
め
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
こ
れ
ま

で
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
、
士
幌
町
の
益
々
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

10
年
の
奉
職
以
来
、
士
幌
町
国
民
健

康
保
険
病
院
で
看
護
師
と
し
て
22
年

間
、
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
は
じ
め
、
先
輩
同

僚
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力

賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
在
職
中
に
賜
わ
り
ま
し
た

教
訓
を
生
か
し
、
次
の
人
生
を
過
ご

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ

り
に
、
士
幌
町
の
更
な
る
発
展
と
皆

様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
士
幌
町
役
場
を
３
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
10
月
に
町
民
課
に
奉
職

以
来
35
年
半
に
わ
た
り
、
様
々
な
部

署
で
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、多
く
の
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

先
輩
、
同
僚
の
方
々
か
ら
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
、
何
と
か
そ
の
職
責
を

勤
め
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
在
職
中
に
皆
様
方
か
ら

賜
り
ま
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
次
の

人
生
を
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
士
幌
町
の

益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

退
職
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
町
職
員
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
建
設
課
に
奉
職
以
来

38
年
間
に
わ
た
り
、
様
々
な
部
署
で

勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、職
場
の
先
輩
、同
僚
の
方
々

か
ら
多
く
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
無
事
、
職
責
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
在
職
中
に
皆
様
方
か
ら

賜
り
ま
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
次
の

人
生
を
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
士
幌
町
の

益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退

職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

前子ども課
指導主幹兼副園長

前国保病院
総看護師長

前農業委員会事務局
局長

前士幌高等学校
事務長

佐藤�仁美

佐々木�直美

三島�重浩

藤井�由美

町民皆様のご指導とご支援を心から感謝申し上げます
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第７期行政改革を進めます
　２月26日、民間委員10名で構成される行政改革推進委員会（菊地和浩会長）から、第７期行政改
革推進大綱案（実施期間：令和３～７年度）が答申されました。町はこの答申に基づいて、引き続き
行政改革を進めていきます。

◆行政改革の取り組み経過
　町では、これまでも継続的に行政改革の取り
組みを進めてきました。
　昭和60年度に第１次｢士幌町行政改革大綱｣
を策定以降、機構改革を中心とした行政改革を
継続してきました。
　平成14年度からは、第１期として推進大綱
とあわせて、数値目標を取り入れた推進計画も
策定し、３年ごとに大綱を策定しながら行政改
革に取り組んでいます。
これまでの行政改革の取り組み
・第１次大綱……………………昭和60年策定
・第２次大綱……………………平成11年策定
・第１期大綱および推進計画…平成14年策定
・第２期大綱および推進計画…平成17年策定
・第３期大綱および推進計画…平成21年策定
・第４期大綱および推進計画…平成24年策定
・第５期大綱および推進計画…平成27年策定
・第６期大綱および推進計画…平成30年策定

◆行政改革の目的・必要性
　地方公共団体は「住民の福祉の増進に努める
とともに、最少の経費で最大の効果を挙げるよ
うにしなければならない」と地方自治法で定め
られています。
　行政改革とは、その実現のために行政に寄せ
られる期待や責務を認識し、高い効率性や確実
な成果を追求して、自らを改善・改革していく
取り組みです。
　町の財政の将来見通しは厳しく、少子高齢化
および生産人口の減少により税等の歳入の減少
傾向、社会保障費等の増大が見込まれます。人
口減少社会においても、安定した財政基盤を維
持し、効率的・効果的な行財政運営を図るため
には、町税等の収入の確保はもとより、住民負
担の公平性の確保、受益者の適正な負担、事
務・事業経費の見直しなど継続的な行政改革の
取り組みが必要です。

◆行政改革推進の重点事項
１．効率的な行政運営の確立
２．持続可能な財政基盤の確立
３．協働によるまちづくりの推進

　上記の３つの重点事項に基づき取り組みます
が、経費節減など財政面を中心とした取り組み
だけではなく、効率的かつ質の高い行政運営に
取り組むとともに、多様化する住民ニーズへの
対応や新たな行政課題に対処できる人材の育
成、住民との協働によるまちづくりを主眼とし
た取り組みを推進していきます。

町民の皆様の
ご理解とご協力を

　行政改革の推進によって、町民生活への影
響も予想されますが、行政が取り組むだけで
は限界があります。
　町民と行政の役割を明確にして、一体とな
った行政運営により、第６期まちづくり総合
計画「輝く未来へ　しほろ創生」の実現を目
指します。

第７期行政改革推進大綱案の答申

※ 第７期行政改革推進大綱および推進計画は、町ホーム
ページに掲載していますので、ご覧ください。

■担当　役場２階　総務企画課企画グループ　電話５－５２１２
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

～
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
～

ふ
れ
あ
い

　
カ
フ
ェ
を

�

開
催
♪

～
社
会
福
祉

�
協
議
会
～

　

２
月
24
日
、
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー 

に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
に
向
け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
保
健
福
祉
課
、
国
保

病
院
の
職
員
ら
20
名
が
参
加
し
、
入
口

で
の
検
温
や
消
毒
か
ら
受
付
、
接
種
、

接
種
済
証
の
発
行
な
ど
の
一
連
の
流
れ

の
ほ
か
、
接
種
後
、
体
調
が
急
変
し
た

方
の
病
院
へ
の
搬
送
手
順
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
想
定
し
て
い
た

１
人
当
た
り
の
所
要
時
間
は
約
30
分（
接

種
後
15
分
間
の
健
康
観
察
を
含
む
）を

要
し
、
お
お
む
ね
想
定
ど
お
り
の
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
小
林
町
長
は「
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
流
れ

や
問
題
点
も
わ
か
っ
て
き
た
。
本
番
で

は
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
接
種
に
取
り

組
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
20
日
と
27
日
、
カ
フ
ェ
み
ん
な

の
も
り
の
く
ま
さ
ん
に
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
が
開

か
れ
、
町
民
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
は
、
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
地
域

ふ
れ
あ
い
広
場
」の
代
替
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
20
日
は
ハ 

ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り
、
27
日
は
絵
手
紙

の
展
示
会
や
体
に
優
し
い
食
品
等
の
販

売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
づ
く
り
で
は
、
参
加
者
が
ガ
ラ
ス
瓶

に
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
竹
串
を
用
い
て
、
思

い
思
い
の
花
と
専
用
の
オ
イ
ル
を
入
れ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
制
作
。

　
細
か
い
作

業
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら

も
、
楽
し
そ

う
に
作
品
を

仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。

行
政
相
談
出
前
講
座

�

～
士
幌
高
校
～

町
民
総
合
情
報
紙

�

～
２
０
２
１
版
を
発
行
～

　
３
月
９
日
、
士
幌
町
行
政
相
談
委
員

の
庄
司
光
恵
委
員
と
総
務
省
北
海
道
管

区
行
政
評
価
局
釧
路
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
職
員
３
名
が
士
幌
高
校
を

訪
れ
、
２
年
生
45
人
を
対
象
に
行
政
相

談
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
川
本
委
員
係
長
か
ら
日
頃
の

生
活
と
行
政
の
関
わ
り
や
行
政
相
談
の

仕
組
み
、
委
員
の
役
割
な
ど
を
説
明
。

そ
の
後
、
行
政
相
談
の
体
験
と
題
し
て
、

「
駅
の
階
段
が
滑
り
や
す
く
、
段
差
が

わ
か
り
に
く
い
」と
い
う
実
際
に
あ
っ

た
相
談
を
基
に
生
徒
が
解
決
方
法
を
考

え
、「
屋
根
を
つ
け
る
」「
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
に
改
修
す
る
」な
ど
様
々
な
意
見
が

出
て
い
ま
し
た
。
庄
司
委
員
は「
日
常

生
活
で
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
、「
２
０
２
１
町
民
総
合
情

報
紙
」を
発
行
し
、
町
内
全
戸
に
配
布

し
ま
し
た
。
情
報
紙
は

・ 「
教
え
て
今
年
の
仕
事（
令
和
３
年
度

　

予
算
）」

・「
町
民
便
利
帳
」

・「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」

の
３
部
構
成
で
、「
教
え
て
今
年
の
仕
事

（
令
和
３
年
度
予
算
）」は
主
要
施
策
概

要
や
力
点
事
業
予
算
、「
町
民
便
利
帳
」

は
防
災
、
税
、
給
付
金
制
度
や
手
続
き

等
、「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」は
出
前
講
座
、

学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
の
事
業
予
定
、
公
共

施
設
の
利
用
案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
表
紙
は
今
年
１
月
に
交
通
公
園
で
開

催
さ
れ
た「
第
４
回
Ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ
ｒ
ｏ 

ｏ
ｎ 

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」。
ま
た
、
今
回
新
し
く

「
子
ど
も
の
習
い
事
」と
し
て
、
少
年
団

や
教
室
の
一
覧
表
を
掲
載（
１
０
８
ペ

ー
ジ
）し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
！
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　近年、交通事故に占める高齢者の割合が増加し、高齢運転者が当事者となる交通事故が増えて
います。運転に不安を感じながらも「生活の足が確保できない」という理由で運転を続けている方
も多いのでは？そこで十勝バスと拓殖バスでは、北海道警察本部等からの協力要請を受け、運転
免許の取り消しを申請して運転経歴証明書の交付を受けた方を対象に、バス利用の優遇制度を実
施しています。

バス運賃支払時に運転経歴証明書を提示すると運賃が半額
【適用路線】　十勝バス・拓殖バス全路線（十勝管内）
　　　　　　※都市間バス ･空港連絡バス・定期観光バス ･
　　　　　　　イベントバスを除く
【運　　賃】　通常運賃の半額（支払いは現金のみ）
【適用条件】　60歳以上で運転経歴証明書を所持している方
【お問い合わせ】　十勝バス　電話０１５５－２３－５１７１
　　　　　　　　拓殖バス　電話０１５５－２６－３６３６

◆運転経歴証明書は、運転免許証と同じサイズで携帯にも便利◆
《交 付 場 所》� 帯広運転免許試験場（帯広市西19条北2丁目１）
《手 続 日 時》� 月～金曜日（祝日 ･年末年始を除く）
� 即日交付　�8:45～12:00、13:00～15:00
� 後日交付　15:00～16:30
《必要なもの》� 交付手数料1,100円、運転免許証、印鑑
《お問い合わせ》� 帯広運転免許試験場　
� 電話0155－33－2470

60歳以上のドライバーの皆さん
運転免許証を自主返納するとバス運賃が半額になります !!

　
例
年
４
月
に
開
催
し
て
い
る
春
季
町

づ
く
り
懇
談
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
未
だ
不
透
明
な
状
況
の
た
め
、
今
年

も
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
町
で
は
町
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
や
要
望
は
随
時
、
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
来
庁
や
ユ
ー
ト
ピ

ア
メ
ー
ル
等
で
町
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
広
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町政に対する意見や要望をお寄せください

　町は、町民の方々の声を町政に生かす広聴活動をさら
に充実させるため、総務企画課企画グループに「意見の
広場」を設置しています。
　ユートピアメールを使って、郵便やＦＡＸ、Ｅメール
等で町政に対する意見や要望をお寄せください。
郵　便→「ユートピアメール」用紙を、年に４回、広報
しほろに折り込んでいますので、最寄りのポストへ投函
ください（切手不要）。
ＦＡＸ→５－４３０４「意見の広場」宛
メール→ utopia@shihoro.jp
　寄せられた意見や要望は全て町長が目を通し、担当課
にも知らせて対応を検討します。
　回答を希望する方は、必ず住所、氏名、連絡先等を記
載してください。
●担当　総務企画課企画グループ広報広聴担当
　　　　電話　５－５２１２
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健康・イキイキ・ライフ

健康介護グループ　加藤　なつき

家の中でもできる運動を
　昨今は新しい生活様式が広がり、自宅で過ごす時間が増えました。雪解けは進んでいるも
のの、まだ寒い日もあるため、外出の機会が減ると運動不足や閉じこもりに繋がります。そこで今回は、ラ
ジオ体操以外の自宅でできる運動を紹介します。�
◆歌体操 
　立っても、イスに座ったままでもできる有酸素運動です。自分の好きな音楽に合わせると、楽しく気分も
高まります。たとえば、高峰秀子の「銀座カンカン娘」はリズムが一定なので動きやすいです。また、
NiziU の「Make�you�happy」や瑛人の「香水」等の最近の邦楽であれば、世代を超えて楽しめるのでは
ないでしょうか。�

　◆手足バタバタ体操 
「毛管運動」とも言われ、両手足を心臓より高い位置に持っていくことで、血流が促進されます。また、手
足をバタバタさせることで、日常生活では使わない骨盤の内側にある筋肉（インナーマッスル）を鍛えるこ
とができます。�
1　布団や床で仰向けに寝る。�
2　両手足を天井に向かって上げる。手の指をピンと伸ばし、足の指はできるだけ天井に向ける。�
3　両手足を小刻みに１分ほど「ぶらぶら」揺らす。�
　普段、歩いていてちょっとした段差（畳の縁など）でつまずくことはありませんか？歩くときにつま先の
高さが低い方は、太ももを上げる筋力が弱いことが分かっています。つまずき防止には、しっかりと太もも
を上げることが大切です。�

■担当　総合福祉センター内　健康介護グループ　電話５－２１０８

1  あの娘可愛や カンカン娘
 　赤いブラウス
　左肘＆左膝を内側に入れるように上
げたら、脚を床に手を太ももに戻す。
右肘＆右膝も同様に２回。

3  誰を待つやら 銀座の街角
　手を左上からジグザグに叩きながら
下りていく。手を叩いた側の脚を同時
に床で鳴らす。上半身は手に合わせて
左右に揺らしながら顔はまっすぐに。

5  これが銀座の
　足踏みしながら、前に出した両手を
左→右、右→左へと移動させて上半身
をひねる。角まで来たら「ヨイショ」
のかけ声で左膝を上げる。

6  カンカン娘♪
　左手足を斜め前に出す。このとき、
肘と膝はまっすぐに伸ばす。次に左
手をカンカン帽を被るように頭へ。
左足はつま先を自分側へ引く。左右
各１回。

2  サンダルはいて
　足踏みしながら、両手を糸巻きの
ように大きくグルグルと回しながら
上げていく。

4  時計ながめて
 　そわそわ にやにや
　両手の人差し指を立てて、左手＆
左足を横に出したら、元に戻して右
も同様に。
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「感染防止対策２」
　２月号で「感染防止対策」をお伝えしましたが ､今回は医務看護師が行って
いる感染防止対策をお伝えします。新型コロナウイルスはどこに潜んでいる
かわからず、いつどこで感染するかわかりません。当初、施設では「新型コロ
ナを持ち込まない」の考えのもと、対策を行っていましたが、現在は「新型コ
ロナを持ち込んだときには広げない」の考えも加え、日々対策に努めています。

医務看護師は、施設内で防護服着脱技術指導、手
順作成、発生時を想定したシミュレーション、国
保病院と感染予防対策の情報共有や連携など、様々なことを行ってい
ます。また新型コロナウイルスのワクチン接種に向け、各部署との調
整も行っているところです。現在、日常ではない生活を送らざるを得
ない状況ではありますが、今後も利用者様には、安全・安心、その方
らしい施設生活が出来るように職員が役割をそれぞれ発揮しながら、
感染防止対策に努めていきます。

連絡先　認定こども園なかよし　子ども課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

特養だより

「あこがれと自信を持って小学校へ！」
� 認定こども園副園長　佐藤　仁美
　４月から小学校へ入学する子どもたちが毎朝、朝学に励んでいます。小学校の教
卓への向き合い方を意識し、椅子を机代わりに楽しみながら学習しています。朝学のねらいは「小
学校の授業の雰囲気に慣れること」「学習に対する不安解消のための事前練習」「鉛筆に慣れさせる」
ことです。この取り組みは年中児から始めており、「なかよし会」から寄贈してもらったドリルを
使用しています。初めは迷路や間違い探しなどの遊びながら学習できる素材を使用して、興味・
関心を持たせることからスタートしました。年長児からは少しずつレベルアップを図りながら、
ひらがなや数字などをクイズ方式で楽しみながら学んでいます。こども園で経験したことが、少
しでも子どもたちの自信につながってくれたらと願います。ぞう組20名とらいおん組19名を担当
する４名の先生方の願いは「あこがれと自信をもって小学校に上がってほしい」という熱い思い。
みんな、がんばってね！

全集中で朝学に取り組むぞう組とらいおん組の子どもたち
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新しく２名の看護師が入りましたので、紹介します

病院だより病院だより

■担当　国民健康保険病院　電話５－２１０６

医師のホンネ�№10　
～意外な事実！�士幌病院は超清潔だった～
� 士幌町国民健康保険病院　院長　宮西　秀二
①士幌病院なんてどうせ不潔よ！
と思ってるあなた�残念でした～
意外や意外！
実は、士幌は十勝圏内ではトップ級のコロナ対策バッチリ病院なんです
知らなかったでしょ！
②大きな声では言えないけど…帯広の病院が清潔よ？
次も読んでください
③感染症専門医師がいるんです
実は昨年６月から札幌医大から来てくださる先生のなかにいたんですよ…
道内でもほんの数人しかいない「感染症専門の先生」が…
今となれば超ラッキー！
先生は毎月１～２回月曜日午前中に病院・特別養護老人ホームを数人でまわり、
「水戸黄門様」のように、温かくも厳しく指摘いただき、
すぐに職員全体で実行してきました
おかげさまで現在は「十勝でトップ級！」
やっぱ、専門の黄門さまは違うわ…別格だわ…
私もホント�そう思っております
④けど…安心は禁物！
今後もしっかり気をつけていきます
どうぞよろしくお願いします
ではまた来月…

　稲本�真紀です。
　昨年12月に福
岡県久留米市より
士幌町へ移住して
参りました。初め
ての北海道、そし
て士幌町に来て、
広大な大地と遠く
に見える山々、澄
んだ空気と気持ち
の良い青空、真っ直ぐに続く道を見て、士幌
町が好きになりました。年甲斐もなくおてん
ばな面もありますが、仕事は真剣に取り組み、
みなさまのケガや病気の回復、療養にお役に
立てるよう努めて参ります。

　菱沼�由佳です。
　士幌町出身です。
今回、地元に帰っ
てきました。
　３年前からフレ
ンチブルドックの
里親になり、日々
癒やされています。
　士幌町の好きな
ところは、四季折々
の景色。特に、ヌプカの山の風景が好きです。
　地域医療に貢献できるよう頑張りますので、
よろしくお願いします。

25 広報しほろ� 2021�.�4



6,011人（－13）�男2,952人（+20）�女3,059人（－33）�世帯2,756（+19）
� ※２月末現在（　）は前年比人の動き

町長日誌 Vol.210

＝新年度に向けて＝
　第１回定例町議会（３月５日～11日）において、新
年度当初予算が成立しました。一般会計7,155百万
円（前年度比104百万円1.4％減）、全体予算（８会計）
は11,199百万円（603百万円5.1％減）となりました。
下水道処理場、防災無線の整備や道路の新設改良事
業の減などにより減少する予算となりましたが、光
ファイバ整備、土地改良事業など、令和２年度予算
で令和３年度に継続して実施する事業が690百万円
あり、令和３年度一般会計の実質事業予算は7,845
百万円となります。
　新型コロナ対策（ワクチン接種、生活・経済支援）、
開町100周年記念事業、病院や特養ホーム施設整備、
農業基盤整備事業などを推進する予算となりました。
町議会や町民の皆様のご意見を踏まえ、効率的かつ
計画的な執行に務めたいと思いますが、一層のご支
援ご協力をお願い申し上げます。
� ＝活

4

き生
4

きしほろを目指して＝
　新型コロナワクチン接種

　ワクチン接種は４月から高齢者の接種の予定
でありましたが、ワクチン供給の遅れで５月以
降となる見込みであります
が、ワクチン供給に対応し
て、スムーズで安全な接種
を進めます。
� ワクチン供給に遅れ　

主なスケジュール 3月

　
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る「
美
濃
橋
」の
修
復

工
事
が
完
了
し
た
こ
と
を
祝
う
竣
工
式
と
セ
レ

モ
ニ
ー
が
、
３
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

正
５
年
建
設
の「
現
存
す
る
日
本
最
古
の
近
代

吊
り
橋
」で
あ
る
美
濃
橋
は
、
建
設
か
ら
１
０

０
年
以
上
が
経
過
し
、
今
回
、
老
朽
化
に
よ
り

損
傷
し
た
部
分
を
、
当
時
の
状
態
を
残
す
特
殊

な
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
５
年
の
歳
月
を
か
け

て
補
修
・
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
武
藤
市
長
な

ど
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
３
歳

か
ら
96
歳
ま
で
各
世
代
の
市
民
21
名
に
よ
る「
渡

り
初
め
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡
り
初
め
を
行

っ
た
最
高
齢
の
参
加
者
は
、「
思
い
出
の
あ
る
橋

が
綺
麗
に
な
り
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
渡
る
こ

と
が
で
き
た
。」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

美
濃
の
ま
ち
か
ら

「美濃橋」の修復工事が完了！
セレモニーが行われました

１日 ♦
♦

課長会議
第15回新型コロナウイルス感染症対策本
部会議

２日 ♦ 議会運営委員会

４日 ♦ 第２回開町100周年記念事業検討委員会

５日 ♦
♦

♦

第２回十勝川流域治水協議会（Web会議）
北海道日本ハムファイターズオンライン
決起集会
令和３年第１回定例町議会（～11日）
～提出した38案件（令和３年度当初予算
案８件を含む）原案通り可決承認いただ
きました。

16日 ♦ 徘徊高齢者等 SOS ネットワーク会議

17日 ♦ ＪＡ士幌町・北斗運輸㈱より産業振興へ
の寄付金を贈呈いただく

18日 ♦ ヤマト運輸包括連携協定締結式

22日 ♦ 第３回臨時町議会

23日 ♦ ４月１日付職員人事異動内示

24日 ♦ 水土里ネット北海道令和２年度通常総会
 札幌市

25日 ♦ 北海道造林協会理事会 札幌市

26日 ♦ 北十勝２町環境衛生処理組合議会定例会
 上士幌町
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

ごみに関するお問い合わせは、町民課住民生活グループ電話５-５２３１までお願いします。

令和３年２月分 前年同期 増減
燃やせるごみ 58,040� 74,870� －22.5%
燃やせないごみ 10,090 11,410� －11.6%
合　　計 68,130 86,280� －21.0%
町民1人当たりの
ごみの量 6,024 11.3 6,140 14.1
資源ごみ 33,137� 37,793� －12.3%
有価物販売額（円） 221,650� 280,308� －20.9%

子どもを交通事故
から守りましょう！

　
春
先
は
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が
道

路
に
飛
び
出
し
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
ご
家
庭
で
は
、

日
頃
か
ら
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、

信
号
機
の
見
分
け
方
な
ど
交
通
ル
ー
ル

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

�

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
子

ど
も
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
す
ぐ

に
止
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
悲
惨

な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

前
年
度
と
の 

ご
み
発
生
量
の
比
較�

　
春
は
新
生
活
準
備
や
引
っ
越
し
な
ど

が
多
い
た
め
、
ご
み
の
発
生
量
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
資
源
と
し
て

分
別
で
き
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

等
へ
持
ち
込
む
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

大
型
ご
み
、
小
型
家
電
、

鉄
・
金
物
類
の
回
収 

　
４
月
は
大
型
ご
み
、
小
型
家
電
、
鉄
・

金
物
の
回
収
月
で
す
。
ご
み
の
出
し
方

を
守
っ
て
忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う
。�

◆
大
型
ご
み 

　

45
リ
ッ
ト
ル

の
指
定
袋
に
入

ら
な
い
物
は
大

型
ご
み
で
す
。

大
型
ご
み
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

※
長
さ
が
２
ｍ
、�

重
さ
が
１
０
０
㎏
を
超
え
る
も
の
は
収

集
で
き
ま
せ
ん
。�

◆
小
型
家
電（
無
料
）�

　
45
リ
ッ
ト
ル
の
袋
に
入
る
、
コ
ン
セ

ン
ト
ま
た
は
電
池
を
使
用
す
る
電
化
製

品
が
対
象
に
な
り
ま
す
。�

※
電
池
、
蛍
光
管
や
電
球
は
取
り
外
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
鉄
・
金
物
類（
無
料
）�

　
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
、
鉄
・
金
物

類
だ
け
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
鉄
・

金
物
類（
例
：
自
転
車
等
）は
大
型
ご
み

の
シ
ー
ル
を
貼
ら
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
長
さ
が
２
ｍ
、
重
さ
が
１
０
０
㎏
を

超
え
る
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。�

ご
み
の
出
し
方 

再
確
認

　
家
庭
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
際
、
ご
み

が
カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ
等
に
荒
ら
さ
れ
な

い
よ
う
に
、
ご
み
ネ
ッ
ト
を
被
せ
て
排

出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
の
四
隅
に
重
石
が

な
い
こ
と
か
ら
、
風
で
ご
み
が
飛
散
し

た
り
、
結
局
カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ
等
が
荒

ら
す
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ネ
ッ

ト
の
隅
に
は
重
石
を
載
せ
て
排
出
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令和３年２月分 前年同期 増減
燃やせるごみ 57,350� 58,040� －1.2%
燃やせないごみ 13,540� 10,090� 34.2%
合　　計 70,890� 68,130� 4.1%
町民1人当たりのごみの量 6,011 11.8 6,024 11.3
資源ごみ 29,480� 33,137� －11.0%
有価物販売額（円） 178,243� 221,650� －19.6%

安
全
・
環
境
だ
よ
り

望ましい例

今月のごみ指数 単位：kg
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ホームページや Facebook・Instagramで本校の様子を紹介していますので、ぜひご覧ください。

【４月の予定】
〇学年始休業� １日～６日
〇始業式・着任式� ７日
〇入学式� ８日
〇新入生対面式� ９日
〇７時間授業日� 12日・26日
〇級内意見発表� 12日～13日
〇代議員会� 21日
〇授業参観・校内研修会� 29日

いま、士幌高校では
　３月は出会いと別れの季節です。今年も本校を61名の卒業生たちが巣立っていきました。コロナ禍
の中、思うような教育活動ができなかった令和２年度でしたが、ここコマクサでは、降り積もる雪に
覆われた春待つ息吹を感じながら、令和３年度は充実した教育活動が展開できるよう、今はただ準備
あるのみです。町民の皆様、令和３年度も本校の教育活動について、ご理解とご協力をお願いします。
 （３月３日現在）

◆２月25日（木）
　町内の農家の方から、今話題の「キクイモ」の提

供がありました。このキクイモの魅力的な活用方法

を本校の地域資源専攻班で探っていくこととなりま

した。地域資源専攻班の新たな活動にご期待くださ

い。

◆３月１日（月）
　本校体育館において、第68回卒業証書授与式が挙

行されました。コロナ禍の中、時間短縮および入場

者数を制限しての式となりましたが、厳かな雰囲気

の中、61名の卒業生たちが、それぞれの進路に向け

て巣立っていきました。これからの活躍に期待します。

担任の景安宏貴先生（左）と富田英佑先生（右）

アグリビジネス科

フードシステム科
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の教

窓育

士幌町教育委員会

令
和
２
年
度�

コ
ロ
ナ
禍
の
卒
業
式

　
令
和
２
年
度
の
卒
業
式
は
、
中
学
校

が
３
月
15
日
に
、
小
学
校
は
３
月
24
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
と
同

様
、
参
加
人
数
の
制
限
や
時
間
の
短
縮

６
年
生
を
送
る
会�

各
学
校
で
工
夫
し
開
催

　
各
小
学
校
で
は
、
適
切
な
感
染
防
止

対
策
を
と
っ
た「
６
年
生
を
送
る
会
」が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
上
居
辺
小
学
校
で
は
、
卒
業
を
控
え

た
６
年
生
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
劇

や
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
卒
業
生
へ
の
思
い
が
感
じ
ら
れ

る
心
温
ま
る
も
の
で
、
上
居
辺
小
学
校

ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
催
し
で
し
た
。  

　
中
士
幌
小
学
校
で
も
小
規
模
校
の
強

み
を
活
か
し
て
、
例
年
に
近
い
形
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
学
年

か
ら
の
出
し
物
な
ど
で
、
お
世
話
に
な

っ
た
６
年
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
た
。
み
ん
な
で
と
て
も
楽
し
い
時

な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
中
央
中
学
校
で
は
、
在
校
生
や
来
賓

の
皆
様
の
参
加
を
取
り
止
め
て
、
参
加

者
を
卒
業
生
と
保
護
者
、
教
職
員
に
絞

っ
た
中
で
、
歌
う
場
面
や
挨
拶
も
省
略

し
て
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
70
人
の
卒
業
生
に
校
長
先
生

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
証
書
を
受
け
取
る

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
そ
の
凜
と
し
た
そ

の
振
る
舞
い
は
大
変
立
派
で
し
た
。
３

年
間
の
中
学
校
生
活
で
の
大
き
な
成
長

の
跡
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
卒
業
式
に
は

参
加
で
き
な
か
っ
た
１・２
年
生
か
ら
は
、

各
ク
ラ
ス
が
製
作
し
た
映
像
で
、
卒
業

生
へ
の
思
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
在
校
生
代
表

か
ら
の
贈
る
言
葉
と
と
も
に
、
心
温
ま

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
士
幌
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

３
密
を
回
避
す
る
た
め
、
全
校
児
童
が

集
ま
っ
て
の
実
施
は
見
合
わ
せ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
や
大
型
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た

リ
モ
ー
ト
の
形
で「
６
年
生
を
送
る
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

29 広報しほろ� 2021�.�4



町 
民

文
芸

俳
　
句

・
御お

み

や

げ

土
産
や
期
待
ド
キ
ド
キ
桜さ

く
ら
も
ち餅 

和
田
節
女

・
杖
頼
り
交
わ
す
あ
い
さ
つ
春
隣 

星
屋
徳
峰

川
　
柳

・
突と

つ

如じ
ょ

鳴な

る
防
災
ラ
ジ
オ
有あ

り
難が

た

き

 

和
田
節
子

短
　
歌

・
東
北
の
大
震
災
も
十
年
に
津
波
の
す
ご
さ
に
恐
怖
を
い
だ
く 

 

白
木
美
恵
子

・
親う

か

ら族
ら
の
集
い
し
日
日
は
は
る
か
な
り
盆
・
正
月
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
ね

 

谷
本
幸
枝

・
春
の
気
を
感
ぜ
し
作
か
夫
の
句
が
苦
吟
の
あ
と
も
や
や
に
し
の
ば
る

 

小
川
季
代

・
夕
暮
に
友
を
乗
せ
て
の
帰
宅
中
猛
風
雪
に
初
め
て
経
験 

清
水
さ
よ
子

・
太
陽
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
雪
解
け
る
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
の
笑
顔
が
の
ぞ
く

 

三
木
悦
子

次
回
は
、
士
幌
南
一
区
の
矢
野
尚
吾
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
浩
幸
さ
ん
か
ら

尚
吾
さ
ん
へ
一
言
。「
青
年
団
団
長
の
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
！
」

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

◆
家
族
構
成
◆

妻
・
祖
父
・
祖
母
・
父
・
母
・
姉
・
弟

◆
士
幌
で
好
き
な
と
こ
ろ
◆

し
ほ
ろ
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

◆
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
◆

半
身
浴
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど

見
な
が
ら
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

浩
幸
さ
ん
は
士
幌
町
出
身
。
帯
広
農
業
高

等
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳
を
期
に
ご
実
家
の

牧
野
農
場（
畑
作
専
業
）へ
就
農
し
、
今
年
で

３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

お
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
訪
ね
る
と
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
強
い
と
こ
ろ
と
話
す
浩
幸

さ
ん
。

　

日
頃
か
ら
地
区
で
支
え
合
い
仕
事
を
こ
な

す
と
こ
ろ
に
、
他
の
職
業
に
は
な
い
魅
力
を

感
じ
る
と
か
。

　

最
近
は
、
地
区
の
集
ま
り
も
少
な
く
な
り
、

交
流
の
場
も
な
か
な
か
持
て
ま
せ
ん
が
、
ま

ず
は
現
状
維
持
を
目
標
に
、
仕
事
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
結

婚
。
仕
事
も
よ
り
一
層
身
が
入
っ
た
そ
う
で

す
。

　

趣
味
は
ゲ
ー
ム
。
も
っ
ぱ
ら
Ｆ
Ｐ
Ｓ（
フ

ァ
ー
ス
ト
パ
ー
ソ
ン
・
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ

ー
ム
）を
や
る
こ
と
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
お
う
ち
時
間
で
は
、
奥
様
と
一
緒
に
や
る

時
間
も
増
え
ま
し
た
。

　
「
新
婚
旅
行
に
ま
だ
行
け
て
い
な
い
」と
の

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
沖
縄
に

行
き
た
い
と
話
す
浩
幸
さ
ん
で
し
た 

。

士
幌
南
一
区

�

牧ま
き

野の

　
浩ひ

ろ

幸ゆ
き

さ
ん

つ
な
が
り
を

大
切
に
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★★今月の休館日★★
6、 13、 20、 27日

（毎週火曜日）

【児童書】
すみっこのかくれんぼ
� （うえだしげこ）
塔の上のラプンツェル
� （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
ノラネコぐんだん�ケーキをたべる
� （工藤ノリコ）
なにかがいる�� （佐藤雅彦）
ピンポンパンポンプー
� （劇団ひとりほか）
オレ、ねたくないからねない
� （マイク・ボルト）
みかんおいしくなーれ（�矢野アケミ）
おしりたんてい�おしりたんていの
こい！？�� （トロル）
おしりダンディ�� （トロル）
こころキャラ図鑑�� （池谷裕二）
どうぶつのおっぱいずかん
� （今泉忠明）

【一般書】
八月の銀の雪�� （伊与原新）
母影�� （尾崎世界観）
オルタネート�� （加藤シゲアキ）
あの日、君は何をした
� （まさきとしか）
おばんでございます� �（桜木紫乃）
続�多分そいつ、今ごろパフェとか
食ってるよ。� （Ｊａｍ）
他人の悩みはひとごと、自分の悩
みはおおごと。� （幡野広志）
北海道のトリセツ� （昭文社）
ポストコロナ期を生きるきみたち
へ� （内田樹）
敏感すぎる心がスーッとラクにな
る本�� （長沼睦雄）
オートミール米化ダイエットレシピ
�� （これぞう）
日本観光列車ガイド2021�（谷崎竜）

★ながいながいねこのおかあさん
� （ヒグチユウコ）
　子猫のお母さんは体が長い長い猫。
ある風の強い日、子猫は風で遠くに吹
き飛ばされてしまいます。子猫はお母
さんに会えるの
でしょうか？親子
の愛情を描いた
おはなし。

★棚からつぶ貝� （イモトアヤコ）
　南極でテントが壊れても平気なじじい、
全力で泥水に飛び込む
おもしろ女優、大好き
な家族…。世界中を飛
び回りながら、イモト
が出会った大切な人た
ちを綴った、初のエッ
セイ集。

したしみ図書館（総合研修センター内　教育課　電話５－4733）【開館時間】10時から18時まで
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/shihoro/webopac/index.do　

★
善
意
に
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円
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他
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士
新
道
路
㈱
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ア
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切
り
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》
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ホ
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手
作
り
布
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《
学
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セ
ン
タ
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》

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会 

バ
タ
ー
ほ
か

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

野
村
明
さ
ん（
緑
光
） 

10
万
円

共
進
女
性
部 

６
，
９
８
３
円

★
お　
く　
や　
み
★

藤
村　
義
信
さ
ん（
91
歳
） 

特　
養

佐
藤　
セ
イ
さ
ん（
98
歳
） 

特　
養

寺
田　
　
清
さ
ん（
94
歳
） 

大　
通

山
田　
和
葊
さ
ん（
69
歳
） 

い
こ
い

北
川　
順
子
さ
ん（
70
歳
） 

若　
葉

　
３
月
９
日
、
士
幌
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
委
員
会
の
児
童
が
リ
ン
グ
プ
ル
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
同
校
校
長

室
に
て
、
委
員
長
の
瀬
戸
瑛
太
さ
ん（
６

年
）と
副
委
員
長
の
赤
間
惺
さ
ん（
同
）

か
ら
、
保
健
福
祉
課
の
長
岡
直
美
主
任

に
校
内
で
集
め
た
22
．
２
㎏
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
長
の
瀬
戸
さ
ん
は「
困

っ
て
い
る
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
協
力
で
き
て
よ
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

～心より感謝申し上げます～

五
十
嵐
褜
治
さ
ん（
89
歳
） 

本　
通

森　
　
孝
男
さ
ん（
72
歳
） 

み
ど
り

佐
野　
光
枝
さ
ん（
85
歳
） 

共　
成

★
お　
誕　
生
★

菅
野　
李り

仁ひ
と

ちゃん　
昂　
也
さ

ん 　
仲　
通

（
２
月
23
日
生
）　
玲　
奈
さ

ん 

田
中　
瑛え

麻ま
ちゃん　
健　
二
さ

ん 　
若　
葉

（
３
月
２
日
生
）　
み
ゆ
き
さ

ん 

 

（
３
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

リングプル寄贈
～士幌小～
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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暮らしのカレンダー４月

※ 子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方
が対象です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆
印のお問い合わせや子育ての相談は子育て支援センター（電
話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－
２５０２）まで

※ まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－
２１８８）にご相談ください。

日にち 行　　　　　　　事 場所
1 木
2 金 中士幌保育園入園式
3 土
4 日

5 月

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～ 11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

6 火

川西へき地保育所入所式
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:30～ 11:30 スマイル教室 保セ
13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
13:15～13:30 受付 予防接種（乳幼児） 国保
（四種混合 ･ 水痘 ･ 日本脳炎 ･ B 型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00受付 予防接種（学童～） 国保
（日本脳炎 ･ 二種混合）

7 水 認定こども園なかよし入園式
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

8 木

小中学校入学式
士幌高等学校入学式

受付時間は個別通知 もぐもぐ教室 福セ
9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 タウン

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 タウン
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 中士幌

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

9 金

上居辺へき地保育所入所式
9:00～ 11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～ 11:30 わんぱくの日 認定こ
13:00～ 14:00 ふまねっと コミセン

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
10 土
11 日

12 月 9:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ

13 火
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

14 水

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
13:15～13:30 受付 予防接種（乳幼児） 国保
（四種混合 ･ 水痘 ･ 日本脳炎 ･ B 型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種（学童～） 国保
（日本脳炎 ･ 二種混合）

15 木

受付時間は個別通知 乳児健診 保セ
9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 タウン

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～11:00 受付 まる元運動教室 タウン
13:30～14:00 受付 まる元運動教室 中士幌

16 金
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～14:00 ふまねっと 中士幌
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

日にち 行　　　　　　　事 場所
17 土
18 日

19 月

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

20 火
☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児

13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

21 水
受付時間は個別通知 むし歯予防教室 保セ

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

22 木

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 タウン
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:30～11:00 受付 まる元運動教室 タウン
13:30～14:00 受付 まる元運動教室 中士幌

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

23 金

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種（乳幼児） 国保
（四種混合 ･水痘 ･日本脳炎 ･ B 型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種（学童～） 国保
（日本脳炎 ･二種混合）

24 土
25 日

26 月

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 保セ
(BCG・麻しん風しん混合 )

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

27 火
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

28 水
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ

9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

29 木 昭和の日

30 金 ☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション

認定こ→認定こども園なかよし

国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館
タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター

コミセン→コミュニティセンター

【凡　例】
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